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雪の女王

Con ilustraciones de Vilhelm Pedersen.

第一のお話。鏡とそのかけ
らのこと

Primer episodio. El Espejo y el
Trozo de Espejo

さあ、きいていらっしゃい。
はじめますよ。このお話をお
しまいまできくと、だんだん
なにかがはっきりしてきて、
つまり、それがわるい魔法使
まほうつかいのお話であった
ことがわかるのです。この魔
法使というのは、なかまでも
いちばんいけないやつで、そ
れこそまがいなしの「悪魔あ
くま」でした。

Pues bien, comencemos. Cuando lleguemos al final
de este cuento, sabremos algo más de lo que ahora
sabemos. Érase una vez un duende malvado, uno
de los peores: el Diablo.

さて、ある日のこと、この悪
魔は、たいそうなごきげんで
した。というわけは、それ
は、鏡をいちめん作りあげた
からでしたが、その鏡という
のが、どんなけっこうなうつ
くしいものでも、それにうつ
ると、ほとんどないもどうぜ
んに、ちぢこまってしまうか
わり、くだらない、みっとも
ないようすのものにかぎっ
て、よけいはっきりと、いか
にもにくにくしくうつるとい
う、ふしぎなせいしつをもっ
たものでした。

Cierto día se encontraba el diablo muy contento,
pues había fabricado un espejo dotado de una
extraña propiedad: todo lo bello y lo bueno que en
él se reflejaba, menguaba y menguaba … hasta casi
desaparecer; todo lo que no valía nada y era malo y
feo, resaltaba con fuerza, volviéndose peor aún de
lo que antes era.
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La Reina de las Nieves

どんなうつくしいけしきも、
この鏡にうつすと、煮にくた
らしたほうれんそうのように
見え、どんなにりっぱなひと
たちも、いやなかっこうにな
るか、どうたいのない、あた
まだけで、さかだちするかし
ました。顔は見ちがえるほど
ゆがんでしまい、たった、ひ
とつぼっちのそばかすでも、
鼻や口いっぱいに大きくひろ
がって、うつりました。

Los paisajes más encantadores aparecían en él
como platos de espinacas hervidas y las personas
más buenas se hacían repulsivas o se reflejaban con
la cabeza abajo, como si no tuvieran vientre y con
sus caras tan desfiguradas que era prácticamente
imposible reconocerlas; si se tenía una peca, se
podía estar seguro de que la nariz y la boca
quedarían cubiertas por ella.

「こりゃおもしろいな。」
と、その悪魔はいいました。
ここに、たれかが、やさし
い、つつましい心をおこしま
すと、それが鏡には、しかめ
っつらにうつるので、この魔
法使の悪魔は、じぶんなが
ら、こいつはうまい発明はつ
めいだわいと、ついわらいだ
さずには、いられませんでし
た。

El diablo consideraba todo esto tremendamente
divertido. Si alguien se hallaba inmerso en un
pensamiento bueno y piadoso, aparecía en el
espejo con una mueca diabólica, que provocaba las
carcajadas del duende-diablo por su astuta
invención.
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雪の女王

この悪魔は、魔法学校をひら
いていましたが、そこにかよ
っている魔生徒どもは、こん
どふしぎなものがあらわれた
と、ほうぼうふれまわりまし
た。
さて、この鏡ができたので、
はじめて世界や人間のほんと
うのすがたがわかるのだと、
このれんじゅうはふいちょう
してあるきました。

Todos los que acudían a la escuela de duendes —
pues había una escuela de duendes — contaban
por todas partes que se había producido un
milagro; por fin se podría ver, decían, el verdadero
rostro del mundo y de sus gentes.

で、ほうぼうへその鏡をもち
まわったものですから、とう
とうおしまいには、どこの国
でも、どの人でも、その鏡に
めいめいの、ゆがんだすがた
をみないものは、なくなって
しまいました。

Fueron a todas partes con su espejo y, finalmente,
no quedó ni un hombre ni un país que no hubiera
sido deformado.

4

11/10/24, 9:51 a.m. snedronningen_ja_es

about:blank 5/138



La Reina de las Nieves

こうなると、図にのった悪魔
のでしどもは、天までも昇の
ぼっていって、天使てんした
ちや神さままで、わらいぐさ
にしようとおもいました。と
ころで、高く高くのぼって行
けば、行くほど、その鏡はよ
けいひどく、しかめっつらを
するので、さすがの悪魔も、
おかしくて、もっていられな
くなりました。でもかまわ
ず、高く高くとのぼっていっ
て、もう神さまや天使のお住
居すまいに近くなりました。
すると、鏡はあいかわらず、
しかめっつらしながら、はげ
しくぶるぶるふるえだしたも
のですから、ついに悪魔ども
の手から、地の上へおちて、

Se propusieron entonces volar hasta el mismo cielo
para burlarse de los ángeles y de Nuestro Señor.
Cuanto más alto subían, más muecas hacía el
espejo y más se retorcía, hasta el punto que casi no
podían sujetarlo; volaron cada vez más alto y
cuando ya se encontraban cerca de Dios y de los
ángeles, el espejo pataleó tan furiosamente con sus
muecas que se les escapó de las manos y vino a
estrellarse contra la tierra,

何千万、何億万、というので
はたりない、たいへんな数
に、こまかくくだけて、とん
でしまいました。

rompiéndose en centenares de millones, o mejor,
en miles de millones de añicos, y quizá más, de esta
manera, hizo mucho más daño que antes,
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ところが、これがため、よけ
い下界げかいのわざわいにな
ったというわけは、鏡のかけ
らは、せいぜい砂つぶくらい
の大きさしかないのが、世界
じゅうにとびちってしまった
からで、これが人の目にはい
ると、そのままそこにこびり
ついてしまいました。する
と、その人たちは、なんでも
物をまちがってみたり、もの
ごとのわるいほうだけをみる
ようになりました。それは、
そのかけらが、どんなちいさ
なものでも、鏡がもっていた
ふしぎな力を、そのまま、ま
だのこしてもっていたからで
す。

ya que la mayor parte de sus trozos apenas eran
más grandes que un grano de arena y se
esparcieron por el aire llegando a todo el mundo;
cuando uno de esos diminutos fragmentos se metía
en el ojo de alguien, allí se quedaba, y a partir de
ese momento todo lo veían deformado, apreciando
sólo el lado malo de las cosas, pues cada mota de
polvo de espejo conservaba la propiedad que había
tenido el espejo cuando estaba entero.

なかにはまた、人のしんぞう
にはいったものがあって、そ
のしんぞうを、氷のかけらの
ように、つめたいものにして
しまいました。

Lo más terrible fue que, a más de uno, alguna de
estas minúsculas partículas se le alojó en el
corazón, con lo que éste quedaba convertido de
inmediato en un trozo de hielo.

そのうちいくまいか大きなか
けらもあって、窓ガラスに使
われるほどでしたが、そんな
窓ガラスのうちから、お友だ
ちをのぞいてみようとして
も、まるでだめでした。

Se encontraron también algunos trozos lo bastante
grandes para ser utilizados como cristales de
ventana, pero ¡que nadie se le ocurriese mirar a
través de ellos amigos!
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La Reina de las Nieves

ほかのかけらで、めがねに用
いられたものもありました
が、このめがねをかけて、物
を正しく、まちがいのないよ
うに見ようとすると、とんだ
さわぎがおこりました。悪魔
はこんなことを、たいへんお
もしろがって、おなかをゆす
ぶって、くすぐったがって、
わらいました。

Otros fragmentos fueron utilizados para gafas, y
cuando alguien se las ponía con la intención de ver
mejor, lo que contemplaba era sencillamente
espantoso. El maligno reía hasta estallar de risa,
cosa que a él le producía una sensación sumamente
agradable.

ところで、ほかにもまだ、こ
まかいかけらは、空のなかに
ただよっていました。さあ、
これからがお話なのですよ。

Todavía ahora, andan flotando por el aire pequeños
átomos de espejo. Escuchad a continuación lo que
sucedió con uno de ellos.

第二のお話。男の子と女の
子

Segundo episodio. Un Niño y
una Niña

たくさんの家がたてこんで、
おおぜい人がすんでいる大き
な町では、たれでも、庭にす
るだけの、あき地をもつわけ
にはいきませんでした。です
から、たいてい、植木うえき
ばちの花をみて、まんぞくし
なければなりませんでした。
　そういう町に、ふたりのま
ずしいこどもがすんでいて、
植木ばちよりもいくらか大き
な花ぞのをもっていました。

En una gran ciudad — uno de esos lugares tan
llenos de casas y de gentes, donde no hay
suficiente espacio para que todos puedan tener un
pequeño jardín y donde, en consecuencia, los que
allí vivien deben contentarse con unas cuantas
macetas —, había dos pobres niños que, sin
embargo, tenían un jardín algo más grande que un
simple tiesto de flores.
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そのふたりのこどもは、にい
さんでも妹でもありませんで
したが、まるでほんとうのき
ょうだいのように、仲よくし
ていました。

No eran hermanos, pero se querian tanto como si
lo fueran.

そのこどもたちの両親は、お
むこうどうしで、その住んで
いる屋根うらべやは、二軒の
家の屋根と屋根とがくっつい
た所に、むかいあっていまし
た。そのしきりの所には、一
本の雨どいがとおっていて、
両方から、ひとつずつ、ちい
さな窓が、のぞいていまし
た。

Las familias vivían en sendas buhardillas, justo
enfrente una de otra; allí donde el tejado de una
casa tocaba casi al de la otra, se abrían un par de
pequeñas ventanas, una en cada buhardilla;

で、といをひとまたぎしさえ
すれば、こちらの窓からむこ
うの窓へいけました。

bastaba dar un pequeño salto sobre los canalones
que corrían junto a los aleros para pasar de una
ventana a otra.

こどもの親たちは、それぞれ
木の箱を窓の外にだして、台
所でつかうお野菜をうえてお
きました。そのほかにちょっ
としたばらをひと株うえてお
いたのが、みごとにそだっ
て、いきおいよくのびていま
した。

Cada familia tenía delante de su correspondiente
ventana un cajón grande de madera en el que
cultivaban hortalizas, que más tarde pasarían a la
mesa, y en que crecía también un pequeño rosal;
los dos rosales, uno en cada cajón, crecían fuertes y
hermosos.
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La Reina de las Nieves

ところで親たちのおもいつき
で、その箱を、といをまたい
で、横にならべておいたの
で、箱は窓と窓とのあいだ
で、むこうからこちらへと、
つづいて、そっくり、生きの
いい花のかべを、ふたつなら
べたように見えました。

Un día, los padres tuvieron la idea de colocarlos
perpendicularmente a los canalones, de modo que
casi llegaban de ventana a ventana, ofreciendo el
aspecto de dos verdaderos jardines.

えんどう豆のつるは、箱から
下のほうにたれさがり、ばら
の木は、いきおいよく長い枝
をのばして、それがまた、両
方の窓にからみついて、おた
がいにおじぎをしあっていま
した。まあ花と青葉でこしら
えた、アーチのようなもので
した。

Los tallos de los guisantes colgaban a ambos lados y
los rosales alargaban sus ramas enmarcando las
ventanas e inclinándose cada uno hacia el otro;
parecían dos arcos de triunfo de hojas y de flores.

その箱は、高い所にありまし
たし、こどもたちは、その上
にはいあがってはいけないの
をしっていました。そこで、
窓から屋根へ出て、ばらの花
の下にある、ちいさなこしか
けに、こしをかけるおゆるし
をいただいて、そこでおもし
ろそうに、あそびました。

Como los cajones estaban situados muy altos, los
niños sabían que no debían trepar hasta ellos,
aunque a veces les daban permiso para subir y
reunirse, sentándose bajo las rosas en sus
pequeños taburetes. jugar allí era una verdadera
delicia.
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冬になると、そういうあそび
もだめになりました。窓はど
うかすると、まるっきりこお
りついてしまいました。そん
なとき、こどもたちは、だん
ろの上で銅貨どうかをあたた
めて、こおった窓ガラスに、
この銅貨をおしつけました。
すると、そこにまるい、まん
まるい、きれいなのぞきあな
ができあがって、このあなの
むこうに、両方の窓からひと
つずつ、それはそれはうれし
そうな、やさしい目がぴかぴ
か光ります、それがあの男の
子と、女の子でした。

Pero esta diversión les estaba vedada durante el
invierno. Con frecuencia las ventanas se cubrían de
escarcha y entonces los niños calentaban en la
estufa una moneda de cobre, poniéndola a
continuación sobre el helado cristal de la ventana;
conseguían así una magnífica mirilla perfectamente
redonda; detrás, espiaba un ojo afectuoso, uno en
cada mirilla.

男の子はカイ、女の子はゲル
ダといいました。

El niño se llamaba Kay, y la niña, Gerda.
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夏のあいだは、ただひとまた
ぎで、いったりきたりしたも
のが、冬になると、ふたりの
こどもは、いくつも、いくつ
も、はしごだんを、おりたり
あがったりしなければ、なり
ませんでした。外そとには、
雪がくるくる舞まっていまし
た。

Durante el verano podían reunirse con sólo dar un
salto, en invierno había que bajar muchos pisos y
subir otros tantos; afuera, los copos de nieve
revoloteaban en el aire.

「あれはね、白いみつばちが
あつまって、とんでいるのだ
よ。」と、おばあさんがいい
ました。

— Son abejas blancas que juegan en el aire — decía
la abuela.

「あのなかにも、女王ばちが
いるの。」と、男の子はたず
ねました。この子は、ほんと
うのみつばちに、そういうも
ののいることを、しっていた
のです。

— ¿También ellas tienen una reina? — preguntaba
el niño, sabiendo que las verdaderas abejas tienen.
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「ああ、いるともさ。」と、
おばあさんはいいました。
「その女王ばちは、いつもた
くさんなかまのあつまってい
るところに、とんでいるのだ
よ。なかまのなかでも、いち
ばんからだが大きくて、けっ
して下にじっとしてはいな
い。すぐと黒い雲のなかへと
んではいってしまう。ま夜中
に、いく晩も、いく晩も、女
王は町の通から通へとびまわ
って、窓のところをのぞくの
さ。するとふしぎとそこでこ
おってしまって、窓は花をふ
きつけたように、見えるのだ
よ。」

— ¡Claro que si!— decía la abuela—. Vuela en
medio del grupo más denso, es la más grande de
todas y jamás se queda en tierra, pues, en cuanto
toca el suelo, vuelve a partir enseguida hacia las
nubes. A menudo, en las noches de invierno,
recorre las calles de la ciudad, mira por las ventanas
y entonces los cristales se hielan de forma extraña
como si se cubrieran de flores.

「ああ、それ、みたことがあ
りますよ。」と、こどもたち
は、口をそろえて叫さけびま
した。そして、すると、これ
はほんとうの話なのだ、とお
もいました。

— ¡Sí, sí, yo lo he visto! — dijeron a la vez los niños,
comprobando así que la abuela no mentía.

「雪の女王さまは、うちのな
かへもはいってこられるかし
ら。」と、女の子がたずねま
した。

— ¿Puede venir aquí al Reina de las Nieves? —
Preguntó la niña.
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「くるといいな。そうすれ
ば、ぼく、それをあたたかい
ストーブの上にのせてやる
よ。すると女王はとろけてし
まうだろう。」と、男の子が
いいました。

— ¡Que venga! — dijo el niño — La pondré sobre la
estufa y se derretirá.

でも、おばあさんは、男の子
のかみの毛をなでながら、ほ
かのお話をしてくれました。

La abuela le acarició los cabellos y le contó otras
historias.

その夕方、カイはうちにい
て、着物きものを半分はんぶ
んぬぎかけながら、ふとおも
いついて、窓のそばの、いす
の上にあがって、れいのちい
さなのぞきあなから、外をな
がめました。おもてには、ち
らちら、こな雪が舞まってい
ましたが、そのなかで大きな
かたまりがひとひら、植木箱
のはしにおちました。すると
みるみるそれは大きくなっ
て、とうとうそれが、まがい
のない、わかい、ひとりの女
の人になりました。もう何百
万という数の、星のように光
るこな雪で織おった、うすい
白い紗しゃの着物きものを着
ていました。

Por la noche, cuando el pequeño Kay estaba a
medio desnudarse, se subió a la silla que había
junto a la ventana y cerrando un ojo miró por su
pequeña mirilla redonda; en la calle, caían algunos
copos de nieve; uno de ellos, el más grande, quedó
al borde del cajón de flores; el copo creció y creció
y acabó por convertirse en una mujer, vestida con
un maravilloso manto blanco que parecía estar
hecho de millones de copos estrellados.
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やさしい女の姿はしていまし
たが、氷のからだをしていま
した。ぎらぎらひかる氷のか
らだをして、そのくせ生きて
いるのです。その目は、あか
るい星をふたつならべたよう
でしたが、おちつきも休みも
ない目でした。

Era de una belleza cautivadora, aunque de un hielo
brillante y enceguecedor y , sin embargo, tenía
vida; sus ojos centelleaban como estrellas, mas no
había en ellos ni calma ni sosiego.

女は、カイのいる窓のほう
に、うなずきながら、手まね
ぎしました。カイはびっくり
して、いすからとびおりてし
まいました。すぐそのあと
で、大きな鳥が、窓の外をと
んだような、けはいがしまし
た。

Hizo una seña con la cabeza y, mirando hacia la
ventana, levantó su mano. El niño se llevó tal susto
que cayó de la silla; le pareció entonces que un
gran pájaro pasaba volando delante de su ventana.
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そのあくる日は、からりとし
た、霜日しもびよりでした。
――それからは、日にまし、
雪どけのようきになって、と
うとう春が、やってきまし
た。お日さまはあたたかに、
照てりかがやいて、緑みどり
がもえだし、つばめは巣をつ
くりはじめました。あのむか
いあわせの屋根うらべやの窓
も、また、あけひろげられ
て、カイとゲルダとは、アパ
ートのてっぺんの屋根上の雨
あまどいの、ちいさな花ぞの
で、ことしもあそびました。

El día siguiente fue frío y seco … luego vino el
deshielo … y, por fin, llegó la primavera. Brillaba
cálido el sol, comenzaban las yemas a despuntar en
los árboles, construían sus nidos las golondrinas, se
abrían las ventanas en las casas y los dos niños se
sentaban de nuevo en su pequeño jardín, allá
arriba, junto al canalón que discurría a lo largo del
tejado.

この夏は、じつにみごとに、
ばらの花がさきました。女の
子のゲルダは、ばらのことの
うたわれている、さんび歌を
しっていました。そして、ば
らの花というと、ゲルダはす
ぐ、じぶんの花ぞののばらの
ことをかんがえました。ゲル
ダは、そのさんび歌を、カイ
にうたってきかせますと、カ
イもいっしょにうたいまし
た。

Las rosas florecieron aquel año en todo su
esplendor; la niña había aprendido un salmo que
hacía referencia a las rosas y que le hacía pensar en
las suyas cada vez que lo cantaba; se lo enseñó a su
amigo y los dos cantaron juntos:
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「ばらのはな　さきてはちり
ぬ
おさなごエス　やがてあおが
ん」

Las rosas en el valle crecen, el Niño Jesús les habla y
ellas al viento se mecen.

ふたりのこどもは、手をとり
あって、ばらの花にほおずり
して、神さまの、みひかりの
かがやく、お日さまをながめ
て、おさなごエスが、そこ
に、おいでになるかのよう
に、うたいかけました。

Los niños se cogían de la mano, besaban los
capullos acariciados por la luz pura del sol de Dios y
les hablaban como si el Niño Jesús hubiera estado
allí.

なんという、楽しい夏の日だ
ったでしょう。いきいきと、
いつまでもさくことをやめな
いようにみえる、ばらの花の
においと、葉のみどりにつつ
まれた、この屋根の上は、な
んていいところでしたろう。

¡Qué maravillosos, aquellos días de verano! ¡Qué
delicia estar junto a los hermosos rosales que
parecían no cansarse nunca de dar flores!
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La Reina de las Nieves

カイとゲルダは、ならんで掛
けて、けものや鳥のかいてあ
る、絵本をみていました。ち
ょうどそのとき――お寺の、
大きな塔とうの上で、とけい
が、五つうちましたが――カ
イは、ふと、
「あッ、なにかちくりとむね
にささったよ。それから、目
にもなにかとびこんだよう
だ。」と、いいました。

Kay y Greda estaban sentados, mirando un álbum
de animales y pájaros… sonaron las cinco en el reloj
del campanario… de repente Kay exclamó:
— ¡Ay, me ha dado un pinchazo el corazón! ¡Y algo
me ha entrado en el ojo!

あわてて、カイのくびを、ゲ
ルダがかかえると、男の子は
目をぱちぱちやりました。で
も、目のなかにはなにもみえ
ませんでした。

La pequeña Greda tomó entre sus manos la cabeza
da Kay; él parpadeó; no, no se veía nada.

「じゃあ、とれてしまったの
だろう。」と、カイはいいま
したが、それは、とれたので
はありませんでした。

— Me parece que ya ha salido — dijo Kay. Pero no,
no había salido.
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雪の女王

カイの目にはいったのは、れ
いの鏡から、とびちったかけ
らでした。そら、おぼえてい
るでしょう。あのいやな、魔
法まほうの鏡のかけらで、そ
の鏡にうつすと、大きくてい
いものも、ちいさく、いやな
ものに、みえるかわり、いけ
ないわるいものほど、いっそ
うきわだってわるく見え、な
んによらず、物事ものごとの
あらが、すぐめだって見える
のです。

Era precisamente una mota de polvo e cristal
procedente del espejo; lo recordáis ¿verdad? El
espejo del duende, el horrible espejo que hacía
pequeño y feo todo lo que era bueno y hermoso,
mientras que lo bajo y lo vil, cualquier defecto por
pequeño que fuera, lo agrandaba de inmediato.

かわいそうに、カイは、しん
ぞうに、かけらがひとつはい
ってしまいましたから、まも
なく、それは氷のかたまりの
ように、なるでしょう。

Al pobre Kay se le había clavado una esquirla de
cristal en su corazón, que pronto se convertiría en
un bloque de hielo.

それなり、もういたみはしま
せんけれども、たしかに、し
んぞうの中にのこりました。

No sentía ya ningún dolor, pero el cristal seguía allí.
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La Reina de las Nieves

「なんだってべそをかくん
だ。」と、カイはいいまし
た。「そんなみっともない顔
をして、ぼくは、もうどうも
なってやしないんだよ。」
「チェッ、なんだい。」こん
なふうに、カイはふいに、い
いだしました。「あのばらは
虫がくっているよ。このばら
も、ずいぶんへんてこなばら
だ。みんなきたならしいばら
だな。植わっている箱も箱な
ら、花も花だ。」
　こういって、カイは、足で
植木の箱をけとばして、ばら
の花をひきちぎってしまいま
した。

— ¿Por que lloras? — Preguntó Kay a su amiguita—
Estás muy fea cuando lloras. ¡Bah! ¡Mira: esa rosa
está comida por un gusano y aquella otra crece
torcida! ¡Son feas, tan feas como el cajón en el que
crecen!
Y de una patada arrancó las dos rosas.

「カイちゃん、あんた、なに
をするの。」と、ゲルダはさ
けびました。
　カイは、ゲルダのおどろい
た顔をみると、またほかのば
らの花を、もぎりだしまし
た。それから、じぶんのうち
の窓の中にとびこんで、やさ
しいゲルダとも、はなれてし
まいました。

— ¡Kay! ¿Qué haces …? — gritó la niña mirándole
asustada.
Kay arrancó aún otra rosa y rápidamente se metió
por la ventana dejando allì sola a la pequeña Gerda.
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雪の女王

ゲルダがそのあとで、絵本え
ほんをもってあそびにきたと
き、カイは、そんなもの、か
あさんにだっこされている、
あかんぼのみるものだ、とい
いました。また、おばあさま
がお話をしても、カイはのべ
つに「だって、だって。」と
ばかりいっていました。それ
どころか、すきをみて、おば
あさまのうしろにまわって、
目がねをかけて、おばあさま
の口まねまで、してみせまし
た。しかも、なかなかじょう
ずにやったので、みんなはお
かしがってわらいました。

Cuando poco después la niña volvió a su lado con el
álbum, Kay le dijo que aquello estaba bien para los
bebés, pero no para él. Si la abuela les contaba
cuentos, él siempre encontraba algún motivo para
burlarse y en cuanto podía la imitaba a sus espaldas
ridiculizando sus palabras y sus gestos; la verdad es
que lo hacía a la perfección y todo el mundo se reía
a carcajadas.

まもなくカイは、町じゅうの
人たちの、身ぶりや口まねで
も、できるようになりまし
た。

Pronto se acostumbró a imitar y a burlarse de
cualquiera que pasara por la calle.
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La Reina de las Nieves

なんでも、ひとくせかわった
ことや、みっともないことな
ら、カイはまねすることをお
ぼえました。
「あの子はきっと、いいあた
まなのにちがいない。」と、
みんないいましたが、それ
は、カイの目のなかにはいっ
た鏡のかけらや、しんぞうの
奥ふかくささった、鏡のかけ
らのさせることでした。そん
なわけで、カイはまごころを
ささげて、じぶんをしたって
くれるゲルダまでも、いじめ
だしました。

Todo lo que en los demás había de singular o de
poco agradable era ridiculizado por el muchacho; la
gente decía de él:
— ¡ Qué inteligente es este chico!
Se dedicaba incluso a mortificar a la pequeña
Gerda, que le quería con toda su alma. El cristal que
le había entrado en el ojo y el que se había alojado
en su corazón eran la causa de todo.

カイのあそびも、すっかりか
わって、ひどくこましゃくれ
たものになりました。――あ
る冬の日、こな雪がさかんに
舞いくるっているなかで、カ
イは大きな虫目がねをもっ
て、そとにでました。そして
青いうわぎのすそをひろげ
て、そのうえにふってくる雪
をうけました。

Sus juegos tampoco eran a como antes: se había
vuelto mucho más serio. Un día de invierno que
caía una fuerte nevada, Kay sacó una lupa y
extendió una punta de su chaqueta azul para que
cayeran sobre ella algunos copos.
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雪の女王

「さあ、この目がねのところ
からのぞいてごらん、ゲルダ
ちゃん。」と、カイはいいま
した。なるほど、雪のひとひ
らが、ずっと大きく見えて、
みごとにひらいた花か、六角
の星のようで、それはまった
くうつくしいものでありまし
た。

— Mira a través de la lupa, Gerda — le dijo. Los
copos aparecían mucho más grandes y tenían el
aspecto de flores magníficas o de estrella de diez
puntas; era realmente precioso.

「ほら、ずいぶんたくみにで
きているだろう。ほんとうの
花なんか見るよりも、ずっと
おもしろいよ。かけたところ
なんか、ひとつだってないも
のね。きちんと形をくずさず
にいるのだよ。ただとけさえ
しなければね。」と、カイは
いいました。

— Fíjate que curioso— continuó Kay — Es más
interesante que las flores de verdad. No hay en
ellos el menor defecto; mientras no se funden, los
copos son absolutamente perfectos.

そののちまもなく、カイはあ
つい手ぶくろをはめて、そり
をかついで、やってきまし
た。そしてゲルダにむかっ
て、
「ぼく、ほかのこどもたちの
あそんでいる、ひろばのほう
へいってもいいと、いわれた
のだよ。」と、ささやくと、
そのままいってしまいまし
た。

Unos días después, se acercó a Gerda con las
manos enfudadas en unos gruesos guantes y con su
trineo a la espalda; gritándole al oído, le dijo:
— ¡Me han dado permiso para ir a jugar a la Plaza
Mayor!
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La Reina de las Nieves

その大きなひろばでは、こど
もたちのなかでも、あつかま
しいのが、そりを、おひゃく
しょうたちの馬車の、うしろ
にいわえつけて、じょうずに
馬車といっしょにすべってい
ました。これは、なかなかお
もしろいことでした。

Y hacia allí se marchó. En la plaza, los chicos más
atrevido solían atar sus trineos a los carros de los
campesinos para ser remolcados por ellos. Aquello
era la mar de divertido.

こんなことで、こどもたちた
れも、むちゅうになってあそ
んでいると、そこへ、いちだ
い、大きなそりがやってきま
した。それは、まっ白にぬっ
てあって、なかにたれだか、
そまつな白い毛皮けがわにく
るまって、白いそまつなぼう
しをかぶった人がのっていま
した。そのそりは二回ばか
り、ひろばをぐるぐるまわり
ました。そこでカイは、さっ
そくそれに、じぶんのちいさ
なそりを、しばりつけて、い
っしょにすべっていきまし
た。

Cuando estaban en pleno juego, llegó un gran
trineo, completamente blanco, conducido por una
persona envuelta en un abrigo de piel blanco y con
un gorro de piel igualmente blanco en la cabeza;
dio dos vueltas a la plaza y Kay enganchó
rápidamente su pequeño trineo al que acababa de
llegar; juntos, comenzaron a deslizarse por la nieve.
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雪の女王

その大そりは、だんだんはや
くすべって、やがて、つぎの
大通を、まっすぐに、はしっ
ていきました。そりをはしら
せていた人は、くるりとふり
かえって、まるでよくカイを
しっているように、なれなれ
しいようすで、うなずきまし
たので、カイはついそりをと
くのをやめてしまいました。
こんなぐあいにして、とうと
うそりは町の門のそとに、で
てしまいました。

Cogieron más velocidad y salieron de la plaza por
una calle lateral; la persona que conducía el trineo
grande volvió la cabeza e hizo a Kay una seña
amistosa, como si ya se conocieran de antes, cada
vez que Kay intentaba desenganchar su trineo, el
desconocido volvía la cabeza y Kay se quedaba
inmóvil en su asiento; franquearon así las puertas
de la ciudad y se alejaron.

そのとき、雪が、ひどくふっ
てきたので、カイはじぶんの
手のさきもみることができま
せんでした。それでもかまわ
ず、そりははしっていきまし
た。カイはあせって、しきり
とつなをうごかして、その大
そりからはなれようとしまし
たが、小そりはしっかりと大
そりにしばりつけられてい
て、どうにもなりませんでし
た。ただもう、大そりにひっ
ぱられて、風のようにとんで
いきました。

La nieve empezó a caer tan copiosamente que el
niño apenas podía ver a un palmo por delante de
su nariz; intentó aflojar la cuerda que le mantenía
unido al trineo grande, pero no lo consiguió:
estaban bien enganchados y corrían ta veloces
como el viento.
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La Reina de las Nieves

カイは大声をあげて、すくい
をもとめましたが、たれの耳
にも、きこえませんでした。
雪はぶっつけるようにふりし
きりました。そりは前へ前へ
と、とんでいきました。とき
どき、そりがとびあがるの
は、生いけがきや、おほりの
上を、とびこすのでしょう
か、

Gritó con todas sus fuerzas, mas nadie le oyó; la
nieve seguía cayendo y el trineo avanzaba tan
rápido que parecía volar, aunque a veces daba
brincos, como si saltase sobre zanjas y piedras.

カイはまったくふるえあがっ
てしまいました。主のおいの
りをしようと思っても、あた
まにうかんでくるのは、かけ
ざんの九九ばかりでした。

Kay estaba tremendamente asustado, quiso rezar el
Padrenuestro y sólo consiguió recordar la tabla de
multiplicar.

こな雪のかたまりは、だんだ
ん大きくなって、しまいに
は、大きな白いにわとりのよ
うになりました。ふとその雪
のにわとりが、両がわにとび
たちました。とたんに、大そ
りはとまりました。そりをは
しらせていた人が、たちあが
ったのを見ると、毛皮のがい
とうもぼうしも、すっかり雪
でできていました。それはす
らりと、背の高い、目のくら
むようにまっ白な女の人でし
た。それが雪の女王だったの
です。

Los copos caían cada vez más gruesos y parecían ya
gallinas blancas; de pronto, se hicieron a un lado, el
gran trineo se detuvo y la persona que lo conducia
se levantó; su abrigo y su gorro eran tan sólo de
nieve. Se trataba de una mujer alta y esbelta, de
blancura deslumbrante: La Reina de las Nieves.
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雪の女王

「ずいぶんよくはしったわ
ね。」と、雪の女王はいいま
した。「あら、あんた、ふる
えているのね。わたしのくま
の毛皮におはいり。」
　こういいながら女王は、カ
イをじぶんのそりにいれて、
かたわらにすわらせ、カイの
からだに、その毛皮をかけて
やりました。するとカイは、
まるで雪のふきつもったなか
に、うずめられたように感じ
ました。

— Hemos hecho un largo camino — dijo ella —
¿Tienes frío? Ven, métete bajo mi abrigo de piel de
oso.
Le montó en su trineo, extendió su abrigo sobre él y
Kay creyó desaparecer entre un montón de nieve.

「まださむいの。」と、女王
はたずねました。それからカ
イのひたいに、ほおをつけま
した。

— ¿Todavía tienes frío? — le preguntó, besándole
en la frente.
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La Reina de las Nieves

まあ、それは、氷よりももっ
とつめたい感じでした。そし
て、もう半分氷のかたまりに
なりかけていた、カイのしん
ぞうに、じいんとしみわたり
ました。カイはこのまま死ん
でしまうのではないかと、お
もいました。――けれど、そ
れもほんのわずかのあいだ
で、やがてカイは、すっか
り、きもちがよくなって、も
う身のまわりのさむさなど、
いっこう気にならなくなりま
した。

¡Ay!, aquel beso era más frío que el hielo y le
penetró hasta el corazón que, por otra parte, era ya
casi un bloque de hielo. Le pareció que iba a
morir… pero esa sensación no duró más que un
instante, después dejó de sentir el frío intenso que
le rodeaba.

「ぼくのそりは――ぼくのそ
りを、わすれちゃいけな
い。」
　カイがまず第一におもいだ
したのは、じぶんのそりのこ
とでありました。そのそり
は、白いにわとりのうちの一
わに、しっかりとむすびつけ
られました。このにわとり
は、そりをせなかにのせて、
カイのうしろでとんでいまし
た。

— ¡Mi trineo! ¡No olvides mi trineo!
Eso fue lo primero en que pensó. La Reina de las
Nieves lo ató a la espalda de una de las gallinas
blancas que volaban tras ellos
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雪の女王

雪の女王は、またもういち
ど、カイにほおずりしまし
た。それで、カイは、もう、
かわいらしいゲルダのこと
も、おばあさまのことも、う
ちのことも、なにもかも、す
っかりわすれてしまいまし
た。

y a continuación besó a Kay una vez más y esté
olvidó a la pequeña Gerda, a la abuela y a todos los
que habían quedado en su casa.

「さあ、もうほおずりはやめ
ましょうね。」と、雪の女王
はいいました。「このうえす
ると、お前を死なせてしまう
かもしれないからね。」

— No te volveré a besar — le dijo ella— Un beso
más te mataria.

カイは女王をみあげました。
まあそのうつくしいこととい
ったら。カイは、これだけか
しこそうなりっぱな顔がほか
にあろうとは、どうしたって
おもえませんでした。いつか
窓のところにきて、手まねき
してみせたときとちがって、
もうこの女王が、氷でできて
いるとは、おもえなくなりま
した。

Kay la miró; era hermosa, no podía imaginar un
rostro que irradiara una inteligencia y un encanto
semejantes; no tenía aquel aspecto de hielo, como
cuando le hizo una seña a través de la ventana;
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La Reina de las Nieves

カイの目には、女王は、申し
ぶんなくかんぜんで、おそろ
しいなどとは、感じなくなり
ました。それでうちとけて、
じぶんは分数ぶんすうまで
も、あんざんで、できること
や、じぶんの国が、いく平方
マイルあって、どのくらいの
人口があるか、しっているこ
とまで、話しました。女王
は、しじゅう、にこにこし
て、それをきいていました。
それが、なんだ、しっている
ことは、それっぱかしかと、
いわれたようにおもって、あ
らためて、ひろいひろい大空
をあおぎました。すると、女
王はカイをつれて、たかくと
びました。高い黒雲の上まで
も、とんで行きました。あら
しはざあざあ、ひゅうひゅ
う、ふきすさんで、昔の歌で
もうたっているようでした。

a sus ojos, era perfecta y no le inspiraba ya ningún
temor; le contó que sabía calcular de memoria,
incluso con fracciones, que concía perfectamente la
geografía del país y el número de sus habitantes;
mientras todo eso le contaba, ella no dejaba de
sonreír. No obstante, Kay tenía la impresión de que
todo cuanto sabía no era suficiente. Miró hacia
arriba, el espacio infinito; la Reina de las Nieves lo
tomó en sus brazos y juntos ascendieron por el
aire; atravesaron oscuros nubarrones, donde el
rugir del huracán evocaba en su mente el recuerdo
de antiguas canciones;
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雪の女王

女王とカイは、森や、湖や、
海や、陸の上を、とんで行き
ました。下のほうでは、つめ
たい風がごうごううなって、
おおかみのむれがほえたり、
雪がしゃっしゃっときしった
りして、その上に、まっくろ
なからすがカアカアないてと
んでいました。しかし、はる
か上のほうには、お月さま
が、大きくこうこうと、照っ
ていました。このお月さま
を、ながいながい冬の夜じゅ
う、カイはながめてあかしま
した。ひるになると、カイは
女王の足もとでねむりまし
た。

volaron por encima de bosques y de lagos, de
mares y montañas; debajo, silbaba el viento,
graznaban las cornejas y aullaban los lobos sobre
un fondo de resplandeciente nieve. Arriba, en lo
alto, una luna grande y fulgurante iluminaba el cielo
y Kay la contepló durante toda aquella larga noche
de invierno. Al llegar el día, dormía a los pies de la
Reina de las Nieves.

第三のお話。魔法の使える
女の花ぞの

Tercer episodio. El Jardín de la
Hechicera

ところで、カイが、あれなり
かえってこなかったとき、あ
の女の子のゲルダは、どうし
たでしょう。

¿Qué fue de la pequeña Gerda cuand Kay
desapareció?
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La Reina de las Nieves

カイはまあどうしたのか、た
れもしりませんでした。なん
の手がかりもえられませんで
した。こどもたちの話でわか
ったのは、カイがよその大き
なそりに、じぶんのそりをむ
すびつけて、町をはしりまわ
って、町の門からそとへでて
いったということだけでし
た。

¿Y dónde estaba éste? Nadie sabía nada, nadie
supo dar noticias suyas. Lo único que sus amigos
puideron decir era que lo habían visto enganchar su
pequeño trineo a otro, grande y magnífico, y que
internándose por las calles habían salido de la
ciudad.

さて、それからカイがどんな
ことになってしまったか、た
れもしっているものはありま
せんでした。いくにんもの人
のなみだが、この子のため
に、そそがれました。そし
て、あのゲルダは、そのうち
でも、ひとり、もうながいあ
いだ、むねのやぶれるほどに
なきました。――みんなのう
わさでは、カイは町のすぐそ
ばを流れている川におちて、
おぼれてしまったのだろうと
いうことでした。ああ、まっ
たくながいながい、いんきな
冬でした。

Nadie sabía dónde podía encontrarse y todos los
que le concían quedaron profundamente afectados
por su desaparición, en especial la pequeña Gerda,
que lloro y lloró durante mucho tiempo; poco
después, se empezó a decir que Kay había muerto,
que se había ahogado en el río que pasaba junto a
los muros de la ciudad. ¡Oh, qué largos y sombríos
fueron aquellos días de invierno!

いま、春はまた、あたたかい
お日さまの光とつれだってや
ってきました。

Por fin llegó la primavera y con ella los cálidos rayos
del sol.
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「カイちゃんは死んでしまっ
たのよ。」と、ゲルダはいい
ました。

—Kay ha muerto y ya nunca volverá — decía la
pequeña Gerda.

「わたしはそうおもわない
ね。」と、お日さまがいいま
した。

—No lo creo— dijo el sol

「カイちゃんは死んでしまっ
たのよ。」と、ゲルダはつば
めにいいました。

—Ha muerto y ya nunca volverá — les dijo a las
golondrinas.

「わたしはそうおもいませ
ん。」と、つばめたちはこた
えました。そこで、おしまい
に、ゲルダは、じぶんでも、
カイは死んだのではないと、
おもうようになりました。

— No lo creemos —respondieron ellas; al final,
también Gerda terminó por creer que Kay no había
muerto.

「あたし、あたらしい赤いく
つをおろすわ。あれはカイち
ゃんのまだみなかったくつ
よ。あれをはいて川へおりて
いって、カイちゃんのことを
きいてみましょう。」と、ゲ
ルダは、ある朝いいました。

— Me pondré mis zapatos nuevos — dijo una
mañana —, los rojos, que Kay nunca llegó a
conocer, me acercaré al río y le preguntaré por él.

で、朝はやかったので、ゲル
ダはまだねむっていたおばあ
さまに、せっぷんして、赤い
くつをはき、たったひとりぼ
っちで、町の門を出て、川の
ほうへあるいていきました。

Salió muy temprano de su casa, dio un beso a la
abuela, que dormía todavía y , calzada con sus
zapatitos rojos, salió sola de la ciudad dirigiéndose
hacia el río.
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「川さん、あなたが、わたし
のすきなおともだちを、とっ
ていってしまったというの
は、ほんとうなの。この赤い
くつをあげるわ。そのかわ
り、カイちゃんをかえして
ね。」

— ¿Es cierto que te has llevado a mi amigo? Te
regalaré mis zapatos rojos si me lo devuelves.

すると川の水が、よしよしと
いうように、みょうに波だっ
てみえたので、ゲルダはじぶ
んのもっているもののなかで
いちばんすきだった、赤いく
つをぬいで、ふたつとも、川
のなかになげこみました。と
ころが、くつは岸の近くにお
ちたので、さざ波がすぐ、ゲ
ルダの立っているところへ、
くつをはこんできてしまいま
した。まるで川は、ゲルダか
ら、いちばんだいじなものを
もらうことをのぞんでいない
ように見えました。なぜな
ら、川はカイをかくしてはい
なかったからです。

Le pareció que las aguas le hacían una señal
extraña; cogió entonces sus zapatos, lo que para
ella era más querido, y los arrojó al río; cayeron
muy cerca de la orilla y las aguas los llevaron de
nuevo hacia tierra, el lugar en que Gerda se
encontraba; parecía que el río, no teniendo al
pequeño Kay, no quería aceptar la ofrenda que la
niña le ofrecía;
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けれど、ゲルダは、くつをも
っととおくのほうへなげない
からいけなかったのだとおも
いました。そこで、あしのし
げみにうかんでいた小舟にの
りました。そして舟のいちば
んはしへいって、そこからく
つをなげこみました。でも、
小舟はしっかりと岸にもやっ
てなかったので、くつをなげ
るので動かしたひょうしに、
岸からすべり出してしまいま
した。

como pensó que no los había tirado
suficientemente lejos, se subió a una barca que
había entre las cañas y desde allí los arrojó de
nuevo. Pero la barca no estaba bien amarrada y los
movimientos de Gerda la hicieron apartarse de la
orilla.

それに気がついて、ゲルダ
は、いそいでひっかえそうと
しましたが、小舟のこちらの
はしまでこないうちに、舟は
二三尺にさんじゃくも岸から
はなれて、そのままで、どん
どんはやく流れていきまし
た。

Cuando se dio cuenta de lo que ocurría, quiso
volver atrás, pero ya era demasiado tarde: la barca
se encontraba a varios metros de la orilla y se
deslizaba río abajo impulsada por la corriente.
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そこで、ゲルダは、たいそう
びっくりして、なきだしまし
たが、すずめのほかは、たれ
もその声をきくものはありま
せんでした。すずめには、ゲ
ルダをつれかえる力はありま
せんでした。でも、すずめた
ちは、岸にそってとびなが
ら、ゲルダをなぐさめるよう
に、「だいじょうぶ、ぼくた
ちがいます。」と、なきまし
た。

La niña se asustó y echó a llorar; sólo los gorriones
podían escucharla, mas no les era posible llevarla
de nueva a tierra; los pajarillos volaron a su
alrededor y trataban de consolarlar cantando:
«¡Aquí estamos! ¡Aquí estamos!»

小舟は、ずんずん流れにはこ
ばれていきました。ゲルダ
は、足にくつしたをはいただ
けで、じっと舟のなかにすわ
ったままでいました。ちいさ
な赤いくつは、うしろのほう
で、ふわふわういていました
が、小舟においつくことはで
きませんでした。小舟のほう
が、くつよりも、もっとはや
くながれていったからです。

La barca seguía avanzando, empujada por la
corriente; la pequeña Gerda se quedó inmóvil con
sus pies descalzos; sus zapatitos rojos flotaban tras
ella, fuera de su alcance, pues la barca navegaba
más deprisa.
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岸は、うつくしいけしきでし
た。きれいな花がさいていた
り、古い木が立っていたり、
ところどころ、なだらかな土
手どてには、ひつじやめうし
が、あそんでいました。で
も、にんげんの姿は見えませ
んでした。

A ambos lados del río el paisaje era bellísimo:
llamativas flores y viejísimos árboles se destacaban
sobre un fondo de colines donde pastaban ovejas y
vacas; pero ni un solo ser humano se vaía en parte
alguna.

「ことによると、この川は、
わたしを、カイちゃんのとこ
ろへ、つれていってくれるの
かもしれないわ。」と、ゲル
ダはかんがえました。
　それで、だんだんげんきが
でてきたので、立ちあがっ
て、ながいあいだ、両方の青
あおとうつくしい岸をながめ
ていました。

«Quizás el río me conduzca hasta el pequeño Kay»,
se dijo a sí misma, y ese pensamiento la puso de
mejor humor; se levantó y durante varias horas
contempló las verdes y encantadoras riberas;

それからゲルダは、大きなさ
くらんぼばたけのところにき
ました。そのはたけの中に
は、ふうがわりな、青や赤の
窓のついた、一けんのちいさ
な家がたっていました。その
家はかやぶきで、おもてに
は、舟で通りすぎる人たちの
ほうにむいて、木製もくせい
のふたりのへいたいが、銃剣
じゅうけん肩に立っていまし
た。

llegó así junto a un gran huerto de cerezos en el
que se alzaba una casita con un tejado de paja y
extrañas ventanas pintadas de rojo y de azul; ante
la casa, dos soldados de madera presentaban
armas a quienes pasaban por el río.
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ゲルダは、それをほんとうの
へいたいかとおもって、こえ
をかけました。しかし、いう
までもなくそのへいたいは、
なんのこたえもしませんでし
た。ゲルダはすぐそのそばま
できました。波が小舟を岸の
ほうにはこんだからです。

Gerda les llamó, creyendo que eran soldados de
verdad, pero, naturalmente, sin recibir respuesta;
llegó muy cerca de donde ellos se encontraban,
pues el río impulsaba directamente la barca hacia la
orilla.

ゲルダはもっと大きなこえ
で、よびかけてみました。す
ると、その家のなかから、撞
木杖しゅもくづえにすがっ
た、たいそう年とったおばあ
さんが出てきました。おばあ
さんは、目のさめるようにき
れいな花をかいた、大きな夏
ぼうしをかぶっていました。

Gerda grió entonces con más fuerza y una mujer
apareció en la puerta: era una vieja que se apoyaba
en un bastón y se cubría la cabeza con un sombrero
de alas anchas pintado con bellísimas flores.

「やれやれ、かわいそうに。
どうしておまえさんは、そん
なに大きな波のたつ上を、こ
んなとおいところまで流れて
きたのだね。」と、おばあさ
んはいいました。
　それからおばあさんは、ざ
ぶりざぶり水の中にはいっ
て、撞木杖で小舟をおさえ
て、それを陸おかのほうへひ
っぱってきて、ゲルダをだき
おろしました。

— ¡Pobre niñita! — exclamó la vieja— ¿Cómo has
venido por este río de tan fuerte corriente? ¿Cómo
has recorrido tan largo camino a través del ancho
mundo?
Ña vieja se adentró en el agua, enganchó la barca
con su bastón, tiró de él y llevó a Gerda hasta la
orilla.
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ゲルダはまた陸にあがること
のできたのをうれしいとおも
いました。でも、このみなれ
ないおばあさんは、すこし、
こわいようでした。

La niña se sintió feliz de estar otra vez en tierra
firme, aunque tenía un cierto miedo de la vieja
desconocida.

「さあ、おまえさん、名まえ
をなんというのだか、またど
うして、ここへやってきたの
だか、話してごらん。」と、
おばあさんはいいました。

Ésta le dijo :
— Ven a contarme quién eres y cómo has lleagdo
hastas aquí.

そこでゲルダは、なにもか
も、おばあさんに話しまし
た。おばあさんはうなずきな
がら、「ふん、ふん。」と、
いいました。ゲルダは、すっ
かり話してしまってから、お
ばあさんがカイをみかけなか
ったかどうか、たずねます
と、おばあさんは、カイはま
だここを通らないが、いずれ
そのうち、ここを通るかもし
れない。まあ、そう、くよく
よおもわないで、花をながめ
たり、さくらんぼをたべたり
しておいで。花はどんな絵本
のよりも、ずっときれいだ
し、その花びらの一まい、一
まいが、ながいお話をしてく
れるだろうからといいまし
た。

Gerda se lo contó y la vieja, moviendo de vez en
cuando la cabeza, decía: «Humm… Hum!». Una vez
le hubo relatado todo, le preguntó si había visto
pasar por allí al pequeño Kay; la mujer respondió
que no, que Kay no había pasado ante su casa,
peroq ue sin duda vendría y que no debía
preocuparse! ahora lo que teniía que hacer era
comer sus cerezas y contemplar sus flores, mucho
más bellas que las que aparecen en los libros;
además, cada una de ellas sabía contar un cuento.
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それからおばあさんは、ゲル
ダの手をとって、じぶんのち
いさな家へつれていって、中
から戸にかぎをかけました。

La vieja cogió a Gerda de la mano, entró con ella en
la casa y cerró la puerta.

その家の窓は、たいそう高く
て、赤いのや、青いのや、黄
いろの窓ガラスだったので、
お日さまの光はおもしろい色
にかわって、きれいに、へや
のなかにさしこみました。つ
くえの上には、とてもおいし
いさくらんぼがおいてありま
した。そしてゲルダは、いく
らたべてもいいという、おゆ
るしがでたものですから、お
もうぞんぶんそれをたべまし
た。

Las ventanas estaban muy altas, los cristales eran
rojos, azules y amarillos y, en el interior, la luz
adquiría tonalidades extrañas; había sobre la mesa
un plato de riquísimas cerezas y Gerda comió
tantas como quiso, pues para eso no le faltaba
valor.

ゲルダがさくらんぼをたべて
いるあいだに、おばあさん
が、金のくしで、ゲルダのか
みの毛をすきました。そこ
で、ゲルダのかみの毛は、ば
らの花のような、まるっこく
て、かわいらしい顔のまわり
で、金色にちりちりまいて、
光っていました。

Mientras comía, la vieja la peinaba con un peine de
oro; sus hermosos cabellos rubios caían rizados y
brillantes enmarcado su linda carita de rosa.
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「わたしは長いあいだ、おま
えのような、かわいらしい女
の子がほしいとおもっていた
のだよ。さあこれから、わた
したちといっしょに、なかよ
くくらそうね。」と、おばあ
さんはいいました。

— Siempre tuve deseos de tener una niña como tú
— dijo la vieja — Ya verás qué bien nos llevamos las
dos.

そしておばあさんが、ゲルダ
のかみの毛にくしをいれてや
っているうちに、ゲルダはだ
んだん、なかよしのカイのこ
となどはわすれてしまいまし
た。というのは、このおばあ
さんは魔法まほうが使えるか
らでした。けれども、おばあ
さんは、わるい魔女まじょで
はありませんでした。おばあ
さんはじぶんのたのしみに、
ほんのすこし魔法を使うだけ
で、こんども、それをつかっ
たのは、ゲルダをじぶんの手
もとにおきたいためでした。

A medida que le peinaba los cabellos, más y más la
pequeña Gerda se olvidaba de Kay, su compañero
de juegos, pues la vieja, aunque no era malvada,
sabía de magia; en realidad, sólo ponía en práctica
sus artes mágicas para distraerse y, por el
momento, lo único que pretendía era retener a su
lado a la pequeña Gerda.
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そこで、おばあさんは、庭へ
出て、そこのばらの木にむか
って、かたっぱしから撞木杖
をあてました。すると、いま
までうつくしく、さきほこっ
ていたばらの木も、みんな、
黒い土の中にしずんでしまっ
たので、もうたれの目にも、
どこにいままでばらの木があ
ったか、わからなくなりまし
た。

Con este propósito, la anciana salió al jardín,
extensió su cayado hacia los rosales, que estaban
cargados de bellísimas rosas, y al instante todos
ellos desaparecieron, hundiéndose bajo la tierra
negra; no quedó ni el menor rastro de ellos.

おばあさんは、ゲルダがばら
を見て、自分の家のばらのこ
とをかんがえ、カイのことを
おもいだして、ここからにげ
ていってしまうといけないと
おもったのです。

La vieja temía que si Gerda veía las rosas se
acordaría del pequeño Kay y querría marcharse a
proseguir su búsqueda.

さて、ゲルダは花ぞのにあん
ないされました。――そこ
は、まあなんという、いい香
りがあふれていて、目のさめ
るように、きれいなところで
したろう。花という花は、こ
ぼれるようにさいていまし
た。そこでは、一ねんじゅう
花がさいていました。どんな
絵本の花だって、これよりう
つくしく、これよりにぎやか
な色にさいてはいませんでし
た。

Luego, condujo a Gerda al jardín de las flores …
¡Oh, qué fragancia y qué esplendor! Había allí flores
de todas las estaciones del año; en ningún libro de
láminas podría encontrarse tanta belleza y
variedad.
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ゲルダはおどりあがってよろ
こびました。そして夕日が、
高いさくらの木のむこうには
いってしまうまで、あそびま
した。それからゲルダは、青
いすみれの花がいっぱいつま
った、赤い絹のクションのあ
る、きれいなベッドの上で、
結婚式の日の女王さまのよう
な、すばらしい夢をむすびま
した。

La niña daba saltos de alegría y disfrutó del jardín
hasta que el sol se ocultó por detrás de los cerezos;
por la noche, durmió en un magnífico lecho con
mantas de seda roja bordadas con violetas azules y
tuvo unos sueños tan hermosos como los de una
reina en el día de su boda.

そのあくる日、ゲルダは、ま
た、あたたかいお日さまのひ
かりをあびて、花たちとあそ
びました。こんなふうにし
て、いく日もいく日もたちま
した。

A la mañana siguiente, estuvo de nuevo en el
jardín, jugando con las flores bajo los cálidos ratos
del sol… así pasaron muchos días.

ゲルダは花ぞのの花をのこら
ずしりました。そのくせ、花
ぞのの花は、かずこそずいぶ
んたくさんありましたけれ
ど、ゲルダにとっては、どう
もまだなにか、ひといろたり
ないようにおもわれました。
でも、それがなんの花である
か、わかりませんでした。

Gerda conocía todas y cada una de las flores y, a
pesar de todas las que había, tenía la sensación que
allí faltaba alguna, aunque le resultara imposible
decir cuál.
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するうちある日、ゲルダはな
にげなくすわって、花をかい
たおばあさんの夏ぼうしを、
ながめていましたが、その花
のうちで、いちばんうつくし
いのは、ばらの花でした。

Un buen día, mientras estaba sentada en el jardín,
se fijó en el gran sombrero de la vieja, lleno de
flores pintadas, y observó que las más bella era
justamente una rosa.

おばあさんは、ほかのばらの
花をみんな見えないように、
かくしたくせに、じぶんのぼ
うしにかいたばらの花を、け
すことを、ついわすれていた
のでした。

La vieja se había olvidado de quitarla del sombrero
cuando hizo desaparecer a las otras bajo tierra.

まあ手ぬかりということは、
たれにでもあるものです。

¡No se puede estar en todo!
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「あら、ここのお庭には、ば
らがないわ。」と、ゲルダは
さけびました。
　それから、ゲルダは、花ぞ
のを、いくどもいくども、さ
がしまわりましたけれども、
ばらの花は、ひとつもみつか
りませんでした。そこで、ゲ
ルダは、花ぞのにすわってな
きました。ところが、なみだ
が、ちょうどばらがうずめら
れた場所の上におちました。
あたたかいなみだが、しっと
りと土をしめらすと、ばらの
木は、みるみるしずまない前
とおなじように、花をいっぱ
いつけて、地の上にあらわれ
てきました。ゲルダはそれを
だいて、せっぷんしました。
そして、じぶんのうちのばら
をおもいだし、それといっし
ょに、カイのこともおもいだ
しました。

«¡Cómo! — se dijo Gerda — ¡No hay ninguna rosa
en el jardín!» Corrió hacia los macizos de flores,
buscó y rebuscó, pero no consiguió encontrar
ningún rosal; muy triste, se sentó en el suelo y se
puso a llorar; sus lágrimas fueron a caer
precisamente sobre el lugar en que antes crecia un
hermoso rosal y del suelo regado con sus lágrimas
surgió de repente un arbusto, tan florido como en
el momento en que la vieja lo había enterrado; la
niña lo rodeó con sus brazos, besó las rosas y se
acordó de las que tenía en el jardín de su buhardilla
y, al mismo tiempo, de su amigo Kay.
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「まあ、あたし、どうして、
こんなところにひきとめられ
ていたのかしら。」と、ゲル
ダはいいました。「あたし、
カイちゃんをさがさなくては
ならなかったのだわ――カイ
ちゃん、どこにいるか、しら
なくって。あなたは、カイち
ゃんが死んだとおもって。」
と、ゲルダは、ばらにききま
した。

— ¡Oh, cuánto tiempo he perdido! — exclamó la
niña— Debo encontrar a Kay .. ¿Sabéis donde está?
— preguntó a las rosas — ¿Creéis que ha muerto?

「カイちゃんは死にはしませ
んよ。わたしどもは、いまま
で地のなかにいました。そこ
には死んだ人はみないました
が、でも、カイちゃんはみえ
ませんでしたよ。」と、ばら
の花がこたえました。

— No, no ha muerto — respondieron las rosas—
Nosotras hemos estado bajo tierra, donde están
todos los muertos, y Kay no estaba allí.

「ありがとう。」と、ゲルダ
はいって、ほかの花のところ
へいって、ひとつひとつ、う
てなのなかをのぞきながらた
ずねました。「カイちゃんは
どこにいるか、しらなくっ
て。」

— ¡Gracias! — dijo la pequeña Fué a ver a otras
flores y mirando en sus cálices les preguntó: —
¿Sabéis donde está Kay?
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でも、どの花も、日なたぼっ
こしながら、じぶんたちのつ
くったお話や、おとぎばなし
のことばかりかんがえていま
した。ゲルダはいろいろと花
にきいてみましたが、どの花
もカイのことについては、い
っこうにしりませんでした。

Pero cada flor, vuelta hacia el sol, soñaba su propio
cuento o imaginaba su propia historia; Gerda
escuchó muchos de estos cuentos, pero ninguna
flor sabía nada sobre Kay.

ところで、おにゆりは、なん
といったでしょう。

¿Qué le dijo el lirio rojo?
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La Reina de las Nieves

「あなたには、たいこの音
が、ドンドンというのがきこ
えますか。あれには、ふたつ
の音しかないのです。だから
ドンドンといつでもやってい
るのです。女たちがうたう、
とむらいのうたをおききなさ
い。また、坊ぼうさんのあげ
る、おいのりをおききなさ
い。――インド人じんのやも
めは、火葬かそうのたきぎの
つまれた上に、ながい赤いマ
ントをまとって立っていま
す。焔ほのおがその女と、死
んだ夫おっとのしかばねのま
わりにたちのぼります。でも
インドの女は、ぐるりにあつ
まった人たちのなかの、生き
ているひとりの男のことをか
んがえているのです。その男
の目は焔よりもあつくもえ、
その男のやくような目つき
は、やがて、女のからだをや
きつくして灰にする焔などよ
りも、もっとはげしく、女の
心の中で、もえていたので
す。心の焔は、火あぶりのた
きぎのなかで、もえつきるも
のでしょうか。」

— Escucha el tambor : ¡Bum! ¡Bum! No da más que
dos notas, siempre igual: ¡Bum! ¡Bum! ¡Escucha el
canto fúnebre de las mujeres! ¡Escucha la llamada
de los sacerdotes! …
Vestida con su larga túnica roja, la mujer del hindú
está de pie sobre la pira; se alzan las llamas,
rodándola a ella y a su marido muerto; pero la
mujer piensa en el hombre que está vivo entre la
multitud que la circunda y cuyos ojos arden, más
brillantes que las llamas; el fuego de sus ojos
abrasa el corazón de la mujer antes de ser tocada
por las llamas que convertirán en cenizas su
cuerpo. ¿Podrá la llama del corazón morir entre las
llamas de la pira?
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雪の女王

「なんのことだか、まるでわ
からないわ。」と、ゲルダが
こたえました。

— No comprendo nada en absoluta — dijo la
pequeña Gerda.

「わたしの話はそれだけ
さ。」と、おにゆりはいいま
した。

— Es mi cuento — respondió el lirio rojo.

ひるがおは、どんなお話をし
たでしょう。

¿ Qué le dijo la enredadera ?

「せまい山道のむこうに、昔
のさむらいのお城がぼんやり
みえます。くずれかかった、
赤い石がきのうえには、つた
がふかくおいしげって、ろだ
いのほうへ、ひと葉ひと葉、
はいあがっています。ろだい
の上には、うつくしいおとめ
が、らんかんによりかかっ
て、おうらいをみおろしてい
ます。どんなばらの花でも、
そのおとめほど、みずみずと
は枝にさきだしません。どん
なりんごの花でも、こんなに
かるがるとしたふうに、木か
ら風がはこんでくることはあ
りません。まあ、おとめのう
つくしい絹の着物のさらさら
なること。
　あの人はまだこないのかし
ら。」

— Al final del estrecho sendero que discsurre por la
montaña, se levanta una antigua mansión; una
hiedra tupida crece por sus muros desgastados y
rojizos, hasta el balcón al que se asoma una
bellísima joven; se inclina sobre el balaustrada y
dirige su mirada hacia el camino. Más lozana que la
más bella de las rosas, más ligera que una flor de
manzano llevada por el vieno, al moverse, los
pliegues de su vestido de seda parecen susurrar:
¿Cuándo llegará?
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La Reina de las Nieves

「あの人というのは、カイち
ゃんのことなの。」と、ゲル
ダがたずねました。

— ¿Te refieres a Kay? — Preguntó Gerda.

「わたしは、ただ、わたしの
お話をしただけ。わたしの夢
をね。」と、ひるがおはこた
えました。

— Sólo te he contado mi sueño … un cuento —
respondió la enredadera.

かわいい、まつゆきそうは、
どんなお話をしたでしょう。

¿ Que le dijo el narciso de las nieves ?

「木と木のあいだに、つなで
つるした長い板がさがってい
ます。ぶらんこなの。雪のよ
うに白い着物を着て、ぼうし
には、ながい、緑色の絹のリ
ボンをまいた、ふたりのかわ
いらしい女の子が、それにの
ってゆられています。

— Entre los árboles, colgada de una rama, hay una
tabla suspendida de dos cuerdas y dos niñas se
están columpiando en ella; sus vestidos son blancos
como la nieve y de sus sombreros culegan cintas de
seda verde que ondean al viento;
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雪の女王

この女の子たちよりも、大き
い男きょうだいが、そのぶら
んこに立ってのっています。
男の子は、かた手にちいさな
お皿をもってるし、かた手に
は土製のパイプをにぎってい
るので、からだをささえるた
めに、つなにうでをまきつけ
ています。男の子はシャボン
だまをふいているのです。ぶ
らんこがゆれて、シャボンだ
まは、いろんなうつくしい色
にかわりながらとんで行きま
す。

el hermano mayor, de pie sobre el columpio, rodea
las cuerdas con sus brazos para no caerse; en una
mano sostiene una copa, en la otra, una caña para
hacer pompas de jabón; el columpio se balancea y
las pompas se elevan por el aire con bonitos
colores irisados;

いちばんおしまいのシャボン
だまは、風にゆられながら、
まだパイプのところについて
います。ぶらんこはとぶよう
にゆれています。あら、シャ
ボンだまのように身のかるい
黒犬があと足で立って、のせ
てもらおうとしています。ぶ
らんこはゆれる、黒犬はひっ
くりかえって、ほえている
わ。からかわれて、おこって
いるのね。シャボンだまはは
じけます。――ゆれるぶらん
こ。われてこわれるシャボン
だま。――これがわたしの歌
なんです。」

la última está todavía en el extremo del tubo y se
mece con el viento; el columpio se balancea. Un
perrillo negro, ligero como las pompas, se levanta
sobre sus patas traseras, queriendo subirse al
columpio; se alza, cae, ladra, se enfada; las risas de
unos niños, unas pompas que estallan en el aire… el
balanceo de un columpio, una espuma que se
rompe … ¡Esta es mi canción!
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La Reina de las Nieves

「あなたのお話は、とてもお
もしろそうね。けれどあなた
は、かなしそうに話している
のね。それからあなたは、カ
イちゃんのことは、なんにも
話してくれないのね。」
　ヒヤシンスの花は、どんな
お話をしたでしょう。

— Es bonito lo que cuentas, pero tu tono es trsite y
para nada me hablas de Kay …
¿ Que le dijeron los jacintos ?

「あるところに、三人の、す
きとおるようにうつくしい、
きれいな姉いもうとがおりま
した。なかでいちばん上のむ
すめの着物は赤く、二ばん目
のは水色で、三ばん目のはま
っ白でした。きょうだいたち
は、手をとりあって、さえた
月の光の中で、静かな湖みず
うみのふちにでて、おどりを
おどります。三人とも妖女よ
うじょではなくて、にんげん
でした。

— Había una vez tres hermanas encantadoras,
menudas y delicadas; el vestido de la primera era
rojo, el de la segunda, azul, y el de la tercera,
blanco; cogidas de la mano, bailaban a la luz de la
luna junto al lago apacible.
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雪の女王

そのあたりには、なんとなく
あまい、いいにおいがしてい
ました。むすめたちは森のな
かにきえました。あまい、い
いにおいが、いっそうつよく
なりました。すると、その三
人のうつくしいむすめをいれ
た三つのひつぎが、森のしげ
みから、すうっとあらわれて
きて、湖のむこうへわたって
いきました。つちぼたるが、
そのぐるりを、空に舞まって
いるちいさなともしびのよう
に、ぴかりぴかりしていまし
た。

El ambiente estaba perfumado, las tres hermanas
desaparecieron en el bosque, aumentó la gragancia
del aire … Tres féretros, en los que yacían las tres
niñas, salieron de la espesura y se deslizaron por el
lago rodeados de lucérnagas que volaban a su
alrededor como pequeñas luciérnagas que volaban
a su alrededor como pequeñas lamparillas aladas.

おどりくるっていた三人のむ
すめたちは、ねむったのでし
ょうか。死んだのでしょう
か。――花のにおいはいいま
した。あれはなきがらです。
ゆうべの鐘かねがなくなった
ひとたちをとむらいます。」

¿Duermen las bailarinas? ¿O acaso están muertas?
El perfume de las flores nos cuenta que están
muertas. La campana de la tarde repica por los
muertos…
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La Reina de las Nieves

「ずいぶんかなしいお話ね。
あなたの、そのつよいにおい
をかぐと、あたし死んだその
むすめさんたちのことを、お
もいださずにはいられません
わ。ああ、カイちゃんは、ほ
んとうに死んでしまったのか
しら。地のなかにはいってい
たばらの花は、カイちゃんは
死んではいないといってるけ
れど。」

— Me pones muy trsite — dijo la pequeña Gerda —
Tu aroma es intenso. ¡Me haces pensar en las niñas
muertas! ¡Ay! ¿Habrá muerto mi amigo Kay? Las
rosas han estado bajo tierra y me aseguran que no.

「チリン、カラン。」と、ヒ
ヤシンスのすずがなりまし
た。「わたしはカイちゃんの
ために、なっているのではあ
りません。カイちゃんなんて
人は、わたしたち、すこしも
しりませんもの。わたしたち
は、ただ自分のしっているた
ったひとつの歌を、うたって
いるだけです。」

— ¡Din! ¡Dan! — tañeron las campanas del jacinto
— No tocamos por el pequeño Kay, pues no le
conocemos. Sólo cantamos nuestra canción, la
única que sabemos.

それから、ゲルダは、緑の葉
のあいだから、あかるくさい
ている、たんぽぽのところへ
いきました。

Gerda se volvió hacia el ranúnculo amarillo, que
brillaba entre el verdor reluciente de las hojas.
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雪の女王

「あなたはまるで、ちいさ
な、あかるいお日さまね。ど
こにわたしのおともだちがい
るか、しっていたらおしえて
くださいな。」と、ゲルダは
いいました。

— Eres como un pequeño y luminoso sol — le dijo
Gerda— Dime, si lo sabes, dónde puedo encontrar
a mi amigo.

そこで、たんぽぽは、よけい
あかるくひかりながら、ゲル
ダのほうへむきました。どん
な歌を、その花がうたったで
しょう。その歌も、カイのこ
とではありませんでした。

El renáculo miró a Gerda y brilló con intensidad
¿Qué canción le cantaría el ranúnculo?
Probablemente él tampoco le hablaria de Kay.

「ちいさな、なか庭には、春
のいちばんはじめの日、うら
らかなお日さまが、あたたか
に照っていました。お日さま
の光は、おとなりの家の、ま
っ白なかべの上から下へ、す
べりおちていました。そのそ
ばに、春いちばんはじめにさ
く、黄色い花が、かがやく光
の中に、金のようにさいてい
ました。

— El primer día de la primavera, el sol de Nuestro
Señor lucía cálido en el cielo, acariciando con sus
rayos las blancas paredes de una pequeña casita;
muy cerca, florecían las primeras flores amarillas,
cual oro luminoso al tibio resplandor del sol;
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La Reina de las Nieves

おばあさんは、いすをそとに
だして、こしをかけていまし
た。おばあさんの孫の、かわ
いそうな女中ぼうこうをして
いるうつくしい女の子が、お
ばあさんにあうために、わず
かなおひまをもらって、うち
へかえってきました。女の子
はおばあさんにせっぷんしま
した。このめぐみおおいせっ
ぷんには金きんが、こころの
金きんがありました。その口
にも金、そのふむ土にも金、
そのあさのひとときにも金が
ありました。

la vieja abuela, sentada en su silla junto a la casa,
esperaba la visita de su nieta, pobre y linda
muchachita que trabajaba de criada; al llegar, la
chiquilla abrazó a la abuela. Había oro, oro del
corazón, en este beso bendecido. Oro en los labios,
oro en el fondo del ser, oro en la hora del alba.

これがわたしのつまらないお
話です。」と、たんぽぽがい
いました。

Esta es mi pequeña historia — dijo el ranúnculo.
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雪の女王

「まあ、わたしのおばあさま
は、どうしていらっしゃるか
しら。」と、ゲルダはためい
きをつきました。「そうよ。
きっとおばあさまは、わたし
にあいたがって、かなしがっ
ていらっしゃるわ。カイちゃ
んのいなくなったとおなじよ
うに、しんぱいしていらっし
ゃるわ。けれど、わたし、じ
きにカイちゃんをつれて、う
ちにかえれるでしょう。――
もう花たちにいくらたずねて
みたってしかたがない。花た
ち、ただ、自分の歌をうたう
だけで、なんにもこたえてく
れないのだもの。」

—¡Mi pobre y vieja abuela! — suspiró Gerda — Sí,
sin duda está inquieta y apenada por mí, tanto
como por el pequeño Kay. Pero volveré pronto,
llevando a Kay conmigo … Es inútil que interrogue a
las flores, sólo conocen su propia canción, ¡No me
dan ninguna pista!

56

11/10/24, 9:51 a.m. snedronningen_ja_es

about:blank 57/138



La Reina de las Nieves

そこでゲルダは、はやくかけ
られるように、着物をきりり
とたくしあげました。けれ
ど、黄きずいせんを、ゲルダ
がとびこえようとしたとき、
それに足がひっかかりまし
た。そこでゲルダはたちどま
って、その黄色い、背の高い
花にむかってたずねました。
「あんた、カイちゃんのこ
と、なんかしっているの。」
　そしてゲルダは、こごん
で、その花の話すことをきき
ました。その花はなんといっ
たでしょう。

Se recogió su falda para correr mejor y cuando
saltaba por encima del narciso, éste le dio un
golpecito en la pierna; Gerda se detuvo, miró la
esbelta flor amarilla y preguntó:
— ¿Sabes tú algo, quizás … ?
Se inclinó sobre el narciso y .. ¿Qué fué lo que le
dijo?

「わたし、じぶんがみられる
のよ。じぶんがわかるの
よ。」と、黄ずいせんはいい
ました。「ああ、ああ、なん
てわたしはいいにおいがする
んだろう。屋根うらのちいさ
なへやに、半はだかの、ちい
さなおどりこが立っていま
す。おどりこはかた足で立っ
たり、両足で立ったりして、
まるで世界中をふみつけるよ
うに見えます。でも、これは
ほんの目のまよいです。

— ¡Puedo verme a mí mismo! ¡Puedo verme a mí
mismo! ¡Oh, oh, oh qué bien huelo! … Allá arriba,
en la buhardilla, a medio vestir, hay una pequeña
bailarina; tan pronto se sotiene sobre una pierna,
como lo hace sobre las dos, todo es pura fantasía;
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雪の女王

おどりこは、ちいさな布ぬの
に、湯わかしから湯をそそぎ
ます。これはコルセットで
す。――そうです。そうで
す、せいけつがなによりで
す。白い上着うわぎも、くぎ
にかけてあります。それもま
た、湯わかしの湯であらっ
て、屋根でかわかしたものな
のです。

con el pie manda a paseo a todo el mundo y vierte
el agua de la tetera sobre una pieza de tela: su
corsé… La limpieza es una gran cualidad; el traje
blanco está colgado en la percha; tamién lo ha
lavado con té y después lo ha puesto a secar en el
tejado;

おどりこは、その上着をつけ
て、サフラン色のハンケチを
くびにまきました。ですか
ら、上着はよけい白くみえま
した。ほら、足をあげた。ど
う、まるでじくの上に立っ
て、うんとふんばった姿は。
わたし、じぶんが見えるの。
じぶんがわかるの。」

la bailarina se pone su vestido y, para resaltar su
blancura, rodea su cuello con una toquilla de color
amarilla azafrán. ¡La pierna en alto! ¡Ahí está,
erguida sobre un sólo tallo! ¡Puedo verme a mí
mismo! ¡Puedo verme a mí mismo!

「なにもそんな話、わたしに
しなくてもいいじゃないの。
そんなこと、どうだって、か
まわないわ。」と、ゲルダは
いいました。
　それでゲルダは、庭のむこ
うのはしまでかけて行きまし
た。

— Todo eso me resulta indiferente — dijo Gerda —,
no significa nada para mí.
Y salió corriendo, corriendo hacia el otro extremo
del jardín.
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その戸はしまっていました
が、ゲルダがそのさびついた
とってを、どんとおしたの
で、はずれて戸はぱんとひら
きました。ゲルダはひろい世
界に、はだしのままでとびだ
しました。

La puerta estaba cerrada y tuvo que forzar el
enmohecido picaporte, que cedió; se abrió la
puerta y la pequeña Gerda, con sus pies descalzos,
se lanzó de nuevo al vasto mundo.

ゲルダは、三度どもあとをふ
りかえってみましたが、たれ
もおっかけてくるものはあり
ませんでした。とうとうゲル
ダは、もうとてもはしること
ができなくなったので、大き
な石の上にこしをおろしまし
た。そこらをみまわします
と、夏はすぎて、秋がふかく
なっていました。お日さまが
年中かがやいて、四季しきの
花がたえずさいていた、あの
うつくしい花ぞのでは、そん
なことはわかりませんでし
た。

Tres veces se volvió para mirar hacia atrás, pero
nadie la seguía; al rato, se cansó de correr, se sentó
sobre una piedra, miró a su alrededor y comprobó
que el verano había quedado atrás: era otoño
avanzado; no había podido darse cuenta de ello en
el jardín encantado de la vieja, donde siempre
brillaba el sol y habían flores de todas las
estaciones.

「ああ、どうしましょう。あ
たし、こんなにおくれてしま
って。」と、ゲルダはいいま
した。「もうとうに秋になっ
ているのね。さあ、ゆっくり
してはいられないわ。」

—¡Dios mío, cuánto tiempo he perdido! — Pensó
Gerda — ¡Estamos ya en otoño! ¡No puedo perder
tiempo descansando!— Y se levantó, dispuesta a
reemprender su búsqueda.
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雪の女王

そしてゲルダは立ちあがっ
て、ずんずんあるきだしまし
た。まあ、ゲルダのかよわい
足は、どんなにいたむし、そ
して、つかれていたことでし
ょう。どこも冬がれて、わび
しいけしきでした。ながいや
なぎの葉は、すっかり黄ばん
で、きりが雨しずくのように
枝からたれていました。た
だ、とげのある、こけももだ
けは、まだ実みをむすんでい
ましたが、こけももはすっぱ
くて、くちがまがるようでし
た。

¡Ah, qué cansados y doloridos estaban sus pies! ¡Y
qué aspecto tan frío e ingrato tenía todo a su
alrededor! Los sauces estaban amarillentos y la
niebla humedecía sus hojas que, una tras otra, iban
cayendo sobre el suelo; sólo el ciruelo silvestre
conservaba sus frutos, tan ásperos que hacían
rechinar los dientes.

ああ、なんてこのひろびろし
た世界は灰色で、うすぐらく
みえたことでしょう。

¡Oh que trsite y hosco parecía el vasto mundo!
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La Reina de las Nieves

第四のお話。王子と王女 Cuarto episodio. El Príncipe y
la Princesa

ゲルダは、またも、やすまな
ければなりませんでした。ゲ
ルダがやすんでいた場所の、
ちょうどむこうの雪の上で、
一わの大きなからすが、ぴょ
んぴょんやっていました。こ
のからすは、しばらくじっと
したなりゲルダをみつめて、
あたまをふっていましたが、
やがてこういいました。
「カア、カア、こんちは。こ
んちは。」

Gerda tuvo que pararse a descansar de nuevo;
sobre la nieve, ante ella, saltó una corneja; el ave se
quedó allí un buen rato, la miró, moviendo la
cabeza, y dijo:
— ¡Kra, kra! ¿Qué tal va?

からすは、これよりよくは、
なにもいうことができません
でしたが、でも、ゲルダをな
つかしくおもっていて、この
ひろい世界で、たったひとり
ぼっち、どこへいくのだとい
って、たずねました。

La corneja no sabía hablar mucho, pero estaba bien
dispuesta hacia la niña y le preguntó a dónde se
dirigía, tan sola por el vasto mundo.
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この「ひとりぼっち。」とい
うことばを、ゲルダはよくあ
じわって、しみじみそのこと
ばに、ふかいいみのこもって
いることをおもいました。ゲ
ルダはそこでからすに、じぶ
んの身の上のことをすっかり
話してきかせた上、どうかし
てカイをみなかったか、たず
ねました。

Gerda reparó especialmente en esa palabra: sola, y
sintió de pronto todo lo que eso significaba; le
contó su historia a la corneja y le preguntó si no
había visto a Kay.

するとからすは、ひどくまじ
めにかんがえこんで、こうい
いました。
「あれかもしれない。あれか
もしれない。」

La corneja sacudió la cabeza con aire reflexivo y
dijo:
— ¡Posible, Posible!

「え、しってて。」と、ゲル
ダは大きなこえでいって、か
らすをらんぼうに、それこそ
いきのとまるほどせっぷんし
ました。

— ¿De verdad? — gritó la niña.
A punto estuvo de asfixiar a la corneja de tanto que
la abrazó.

「おてやわらかに、おてやわ
らかに。」と、からすはいい
ました。「どうも、カイちゃ
んをしっているような気がし
ます。たぶん、あれがカイち
ゃんだろうとおもいますよ。
けれど、カイちゃんは、王女
さまのところにいて、あなた
のことなどは、きっとわすれ
ていますよ。」

— Suavemente, suavemente .. — dijo la corneja —
Creo que puede tratarse del pequeño Kay, pero
parece que te ha olvidado por princesa.
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「カイちゃんは、王女さまの
ところにいるんですって。」
と、ゲルダはききました。

— ¿Vive con una princesa? — Preguntó Gerda.

「そうです。まあ、おききな
さい。」と、からすはいいま
した。「どうも、わたしにす
ると、にんげんのことばで話
すのは、たいそうなほねおり
です。あなたにからすのこと
ばがわかると、ずっとうまく
話せるのだがなあ。」

— Sí, escucha — dijo la corneja — Tengo muchas
dificultades para hablar tu idioma; si comprendes la
lengua de las cornejas, te lo podré contar mucho
mejor.

「まあ、あたし、ならったこ
とがなかったわ。」と、ゲル
ダはいいました。「でも、う
ちのおばあさまは、おできに
なるのよ。あたし、ならって
おけばよかった。」

— No, nunca la he aprendido— respondió Gerda—,
aunque la abuela la sabía .. ¡y también el javanés!

「かまいませんよ。」と、か
らすはいいました。「まあ、
できるだけしてみますから。
うまくいけばいいが。」
それからからすは、しってい
ることを、話しました。

— Eso no me sirve de mucho — dijo la corneja —
En fin, te contaré lo mejor que pueda; ya me
disculparás si no me expreso bien.
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「わたしたちがいまいる国に
は、たいそうかしこい王女さ
まがおいでなるのです。なに
しろ世界中のしんぶんをのこ
らず読んで、のこらずまたわ
すれてしまいます。まあそん
なわけで、たいそうりこうな
かたなのです。

Y la corneja le contó lo que sabía:
— En el reino del que procedo vive una princesa
dotada de una inteligencia prodiciosa. Ha leído
todos los periódicos que existen en el mundo … ¡Y
los ha olvidado! ¡Hasta tal punto es inteligente!

さて、このあいだ、王女さま
は玉座ぎょくざにおすわりに
なりました。玉座というもの
は、せけんでいうほどたのし
いものではありません。そこ
で王女さまは、くちずさみに
歌をうたいだしました。その
歌は『なぜに、わたしは、む
ことらぬ』といった歌でし
た。

Hace algún tiempo, un día que se encontraba
sentada en el trono —lo que, según se dice, no es
nada divertido— se puso a canturrear una canción
que decía : «¿por qué no me casaré?».

そこで、『なるほど、それも
もっともだわ。』と、いうわ
けで、王女さまはけっこんし
ようとおもいたちました。で
も夫おっとにするなら、もの
をたずねても、すぐとこたえ
るようなのがほしいとおもい
ました。だって、ただそこに
つっ立って、ようすぶってい
るだけでは、じきにたいくつ
してしまいますからね。

«Bueno, es una idea», pensó ella, y decidió casarse,
pero quería un esposo que supiera responder a sus
preguntas, un hombre que no se contentara tan
sólo con tener un aspecto distinguido, pues eso
acaba resultado demasiado aburrido.
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そこで、王女さまは、女官じ
ょかんたち、のこらずおめし
になって、このもくろみをお
話しになりました。女官たち
は、たいそうおもしろくおも
いまして、
『それはよいおもいつきでご
ざいます。わたくしどもも、
ついさきごろ、それとおなじ
ことをかんがえついたしだい
です。』などと申しました。
「わたしのいっていること
は、ごく、ほんとうのことな
のですよ。」と、からすはい
って、「わたしには、やさし
いいいなずけがあって、その
王女さまのお城に、自由にと
んでいける、それがわたしに
すっかり話してくれたので
す。」と、いいそえました。

Convocó a todas las damas de honor, que, al
enterarse de sus proyectos, le manifestaron su
aprobación. «Cuánto nos complace — le dijeron—,
ya habíamos pensado en ello.»
Lo que te cuento — adivirtió la corneja — es
completamente verídico, puedes creerme. Tengo
una novia domesticada que circula libremente por
el castillo y ella es quien me lo ha contado todo.

いうまでもなく、その、いい
なずけというのはからすでし
た。というのは、にたものど
うしで、からすはやはり、か
らすなかまであつまります。

Naturalmete, su novia era también una corneja,
pues cada corneja se junta con su pareja.
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ハートと、王女さまのかしら
もじでふちどったしんぶん
が、さっそく、はっこうされ
ました。それには、ようすの
りっぱな、わかい男は、たれ
でもお城にきて、王女さまと
話すことができる。そしてお
城へきても、じぶんのうちに
いるように、気やすく、じょ
うずに話した人を、王女は夫
としてえらぶであろうという
ことがかいてありました。

En los periódicos se publicó un edicto con una orla
de corazones y las iniciales de la princesa; en él se
anunciaba que todo joven de buen porte podía
presentarse en el castillo para hablar con la
princesa; aquel que se comportara de forma más
correcta y demostrara ser mejor conversador, se
casaria con ella.

「そうです。そうです。あな
たはわたしをだいじょうぶ信
じてください。この話は、わ
たしがここにこうしてすわっ
ているのとどうよう、ほんと
うの話なのですから。」と、
からすはいいました。
「わかい男の人たちは、むれ
をつくって、やってきまし
た。そしてたいそう町はこん
ざつして、たくさんの人が、
あっちへいったり、こっちへ
きたり、いそがしそうにかけ
ずりまわっていました。でも
はじめの日も、つぎの日も、
ひとりだってうまくやったも
のはありません。

— Créeme — insisitó la corneja—, lo que te cuento
es tan cierto como que estoy aquí ahora mismo.
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みんなは、お城のそとでこ
そ、よくしゃべりましたが、
いちどお城の門をはいって、
銀ずくめのへいたいをみた
り、かいだんをのぼって、金
ぴかのせいふくをつけたお役
人に出あって、あかるい大広
間にはいると、とたんにぽう
っとなってしまいました。そ
して、いよいよ王女さまのお
いでになる玉座の前に出たと
きには、たれも王女さまにい
われたことばのしりを、おう
むがえしにくりかえすほかあ
りませんでした。王女さまと
すれば、なにもじぶんのいっ
たことばを、もういちどいっ
てもらってもしかたがないで
しょう。

Todos era muy capacies de hablar mientras estaban
en la calle, pero en cuanto franqueban las puertas
del castillo, veían a la guardia con sus uniformes
plateados y a los lacayos vestidos en oro por las
escaleras y los grandes salones deslumbrantes de
luz, se quedaban desconcertados; más aún: al
llegar ante el trono, todo lo que sabían hacer era
repetir la última palabra pronunciada por la
princesa y que ella, naturalmente, no tenía el
menor interés en escuchar de nuevo.

ところが、だれも、ごてんの
なかにはいると、かぎたばこ
でものまされたように、ふら
ふらで、おうらいへでてき
て、やっとわれにかえって、
くちがきけるようになる。

Parecía que hubieran ingerido rapé y se hubieran
quedado atontados … hasta que, de vuelta otra vez
en la calle, podían hablar de nuevo normalmente.
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なにしろ町の門から、お城の
門まで、わかいひとたちが、
れつをつくってならんでいま
した。わたしはそれをじぶん
で見てきましたよ。」と、か
らすが、ねんをおしていいま
した。「みんなは自分のばん
が、なかなかまわってこない
ので、おなかがすいたり、の
どがかわいたりしましたが、
ごてんの中では、なまぬるい
水いっぱいくれませんでし
た。

Los pretendientes formaban una larga cola que
llegaba desde las puertas de la ciudad hasta el
castillo. Yo mismo me acerqué a verles — dijo la
corneja — Tras tantas horas de espera, terminaban
por tener hambre y sed, pero nada recibían del
castillo, ni tan siquiera un vaso de agua.

なかで気のきいたせんせいた
ちが、バタパンご持参で、や
ってきていましたが、それを
そばの人にわけようとはしま
せんでした。このれんじゅう
の気では――こいつら、たん
とひもじそうな顔をしている
がいい。おかげで王女さま
も、ごさいようになるまいか
ら――というのでしょう。」

Algunos, los más espabilados, se habían llevado
rebanadas de pan con mantequilla que se negaban
a compartir con nadie, pues pensaban: «Si tienen
aspecto de hambrientos, no serán elegidos por la
princesa».

「でも、カイちゃんはどうし
たのです。いつカイちゃんは
やってきたのです。」と、ゲ
ルダはたずねました。「カイ
ちゃんは、その人たちのなか
まにいたのですか。」

— Pero Kay, el pequeño Kay … — preguntó Gerda
— ¿Cuándo llegó? ¿Estaba entre toda aquella
gente?
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「まあまあ、おまちなさい。
これから、そろそろ、カイち
ゃんのことになるのです。と
ころで、その三日目に、馬に
も、馬車にものらないちいさ
な男の子が、たのしそうにお
城のほうへ、あるいていきま
した。その人の目は、あなた
の目のようにかがやいて、り
っぱな、長いかみの毛をもっ
ていましたが、着物はぼろぼ
ろにきれていました。」

— Paciencia, paciencia, ahora llegaremos a él. Era
el tercer día cuando apareció un pequeño
personaje, sin caballo ni carruaje, que con paso
decidido subió derecho hacia el castillo; sus ojos
brillaban como brillan los tuyos, su cabello era largo
y hermoso, aunque sus vestiduras eran pobres.

「それがカイちゃんなのね。
ああ、それでは、とうとう、
あたし、カイちゃんをみつけ
たわ。」と、ゲルダはうれし
そうにさけんで、手をたたき
ました。

— ¡Era Kay! — interrumpió Gerda entusiasmada —
¡Oh, lo encontré! ¡Lo encontré! — exclamaba
dando palmadas.

「その子は、せなかに、ちい
さなはいのうをしょっていま
した。」と、からすがいいま
した。

— Llevaba un pequeño morral a la espalda —
continuó la corneja.

「いいえ、きっと、それは、
そりよ。」と、ゲルダはいい
ました。「カイちゃんは、そ
りといっしょに見えなくなっ
てしまったのですもの。」

— No, seguramente se trataba de su trineo —
observó Gerda — Cuando desapareció llevaba
consigo su trineo.
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「なるほど、そうかもしれま
せん。」と、からすはいいま
した。「なにしろ、ちょっと
見ただけですから。しかし、
それは、みんなわたしのやさ
しいいいなずけからきいたの
です。それから、その子はお
城の門をはいって、銀の軍服
ぐんぷくのへいたいをみなが
ら、だんをのぼって、金ぴか
のせいふくのお役人の前にで
ましたが、すこしもまごつき
ませんでした。それどころ
か、へいきでえしゃくして、

— Puede ser — dijo la corneja —, no pude verlo de
cerca; pero sé por mi novia domesticada que
cuando entró en el castillo y vio la guarda con sus
uniformes plateados y sobre las escaleras los
lacayos vestidos en oro, no se intimidó en absoluto;
les saludó con la cabeza y dijo:

『かいだんの上に立っている
のは、さぞたいくつでしょう
ね。ではごめんこうむって、
わたしは広間にはいらせても
らいましょう。』

«Debe ser aburrido quedarse en las escaleras,
prefiero entrar dentro».
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と、いいました。広間にはあ
かりがいっぱいついて、枢密
顧問官すうみつこもんかん
や、身分の高い人たちが、は
だしで金の器うつわをはこん
であるいていました。そんな
中で、たれだって、いやでも
おごそかなきもちになるでし
ょう。ところへ、その子のな
がぐつは、やけにやかましく
ギュウ、ギュウなるのです
が、いっこうにへいきでし
た。」

Los salones estaban deslumbrantes. Chambelanes y
consejeros andaban descalzos para no hacer ruido
portando bandejas de oro. ¡Era algo impresionante!
A cada pisada, sus botas crujían terriblemente,
pero él no parecía preocuparse lo más mínimo por
eso.

「きっとカイちゃんよ。」
と、ゲルダがさけびました。
「だって、あたらしい長ぐつ
をはいていましたもの。わた
し、そのくつがギュウ、ギュ
ウいうのを、おばあさまのへ
やできいたわ。」

— Sin duda se trata de Kay — dijo Gerda—. Sé que
tenía zapatos nuevos; los oí crujir en la habitación
de la abuela.
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「そう、ほんとうにギュウ、
ギュウってなりましたよ。」
と、からすはまた話しはじめ
ました。 「さて、その子
は、つかつかと、糸車ほどの
大きなしんじゅに、こしをか
けている、王女さまのご前ぜ
んに進みました。王女さまの
ぐるりをとりまいて、女官た
ちがおつきを、そのおつきが
またおつきを、したがえ、侍
従じじゅうがけらいの、また
そのけらいをしたがえ、それ
がまた、めいめい小姓こしょ
うをひきつれて立っていまし
た。しかも、とびらの近くに
立っているものほど、いばっ
ているように見えました。

— Cierto, hacían mucho ruido— dijo la corneja—.
Audazmente avanzó hacia la princesa, que estaba
sentada sobre una perla tan grande como la rueda
de una rueca; todas las damas de la corte, con sus
servidores y los criados de los servidores, estaban
alineados ante ella; cuant más cerca estaban de la
puerta, más orgulloso aparecía su semblante.

しじゅう、うわぐつであるき
まわっていた、けらいのけら
いの小姓なんか、とてもあお
むいて顔が見られないくらい
でした。とにかく、戸ぐちの
ところでいばりかえっている
ふうは、ちょっと見ものでし
た。」

El pequeño paje del criado de un servidor, que va
siempre con pantuflas, tenía un aspecto
imponente, ¡tan orgulloso se sentía de estar junto a
la puerta!
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「まあ、ずいぶんこわいこ
と。それでもカイちゃんは、
王女さまとけっこんしたので
すか。」と、ゲルダはいいま
した。

— Eso debe ser horrible — dijo la pequeña Gerda
—¿Y consiguió Kay casarse con la princesa?

「もし、わたしがからすでな
かったなら、いまのいいなず
けをすてても、王女さまとけ
っこんしたかもしれません。
人のうわさによりますと、そ
の人は、わたしがからすのこ
とばを話すときとどうよう、
じょうずに話したということ
でした。わたしは、そのこと
を、わたしのいいなずけから
きいたのです。

— Si no hubiera sido corneja, sin duda habría sido
yo el elegido, aunque lo cierto es que estoy ya
prometido. En cualquier caso, parece que el joven
habló tan bien como yo mismo pueda hacerlo
cuando me expreso en mi lengua; mi novia
domesticada así me lo ha dicho.

どうして、なかなかようすの
いい、げんきな子でした。そ
れも王女さまとけっこんする
ためにきたのではなくて、た
だ、王女さまがどのくらいか
しこいか知ろうとおもってや
ってきたのですが、それで王
女さまがすきになり、王女さ
まもまたその子がすきになっ
たというわけです。」

Era intrépido y gentil; en realidad no había venido a
pedir la mano de la princesa, sino tan sólo a
constatar su inteligencia, que valoró en alto grado,
así como la princesa, a su vez, estimó altamente la
de él.
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「そう、いよいよ、そのひ
と、カイちゃんにちがいない
わ。カイちゃんは、そりゃり
こうで、分数まであんざんで
やれますもの――ああ、わた
しを、そのお城へつれていっ
てくださらないこと。」と、
ゲルダはいいました。

— ¡Sí, seguro que se trataba de Kay! — exclamó
Gerda—. Era tan inteligente que sabía calcular de
memoria incluso con fracciones… ¡Oh! ¿Por que no
me introduces en el castillo?

「さあ、くちでいうのはたや
すいが、どうしたら、それが
できるか、むずかしいです
よ。」と、からすはいいまし
た。「ところで、まあ、それ
をどうするか、まあ、わたし
のいいなずけにそうだんして
みましょう。きっと、いいち
えをかしてくれるかもしれま
せん。なにしろ、あなたのよ
うな、ちいさな娘さんが、お
城の中にはいることは、ゆる
されていないのですから
ね。」

— Bueno, eso es fácil de decir, pero no tanto de
hacer — respondió la corneja— No sé cómo
podríamos arreglarlo… Hablaré con mi novia
domesticada; seguro que no puede sugerir algo;
aunque debo decirte que, habitualmente, jamás se
permite la entrada en el castillo a una niña como
tú.

「いいえ、そのおゆるしなら
もらえてよ。」と、ゲルダが
こたえました。「カイちゃん
は、わたしがきたときけば、
すぐに出てきて、わたしをい
れてくれるでしょう。」

— ¡Entraré! — dijo Gerda —. Si Kay se entera de
que estoy aquí, vendrá en seguida a buscarme.
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「むこうのかきねのところ
で、まっていらっしゃい。」
と、からすはいって、あたま
をふりふりとんでいってしま
いました。

— Espérame allí, junto a la escalera— dijo la
corneja volviendo la cabeza y emprendiendo el
vuelo.

そのからすがかえってきたと
きには、晩もだいぶくらくな
っていました。
「すてき、すてき。」と、か
らすはいいました。「いいな
ずけが、あなたによろしくと
のことでしたよ。さあ、ここ
に、すこしばかりパンをもっ
てきてあげました。さぞ、お
なかがすいたでしょう。いい
なずけが、だいどころからも
ってきたのです。そこにはた
くさんまだあるのです。

Cuando regresó, ya había oscurecido.
— ¡Kra, kra! — graznó— Mi novia te envía sus más
cariñosos saludos; me ha dado este panecillo para
ti; lo ha cogido de la cocina, donde siempre hay pan
en abundancia; sin duda tendrás hambre…
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――どうも、お城へはいるこ
とは、できそうもありません
よ。なぜといって、あなたは
くつをはいていませんから、
銀の軍服のへいたいや、金ぴ
かのせいふくのお役人たち
が、ゆるしてくれないでしょ
うからね、だがそれで泣いて
はいけない。きっと、つれて
行けるくふうはしますよ。わ
たしのいいなずけは、王女さ
まのねまに通じている、ほそ
い、うらばしごをしっていま
すし、そのかぎのあるところ
もしっているのですから
ね。」

No te será posible entrar descalza en el castillo; la
guardia de uniformes plateados y los lacayos
vestidos en oro no lo permitirían; pero no llores,
porque, a pesar de todo, en seguida estarás dentro.
Mi novia conoce una escalera secreta , que
conduce al dormitorio; ella sabe donde se
encuentra la llave.

そこで、からすとゲルダと
は、お庭をぬけて、木の葉が
あとからあとからと、ちって
くる並木道なみきみちを通り
ました。そして、お城のあか
りが、じゅんじゅんにきえて
しまったとき、からすはすこ
しあいているうらの戸口へ、
ゲルダをつれていきました。

Y se encaminaros hacia el jardín atravesando la
gran alameda alfombrada por las hojas que caían
de los árboles; las luces se fueron apagando una a
una; cuando todo estuvo oscuro, la corneja condujo
a la pequeña Gerda hasta una puerta trasera que se
encontraba entornada.

76

11/10/24, 9:51 a.m. snedronningen_ja_es

about:blank 77/138



La Reina de las Nieves

まあ、ゲルダのむねは、こわ
かったり、うれしかったり
で、なんてどきどきしたこと
でしょう。まるでゲルダは、
なにかわるいことでもしてい
るような気がしました。けれ
ど、ゲルダはその人が、カイ
ちゃんであるかどうかをしり
たい、いっしんなのです。

¡Oh, como latía el corazón de Gerda por la
inquietud y la ansiedad! Parecería que iba a hacer
algo malo, cuando, en realidad, sólo quería saber si
se trataba de su amigo Kay;

そうです。それはきっと、カ
イちゃんにちがいありませ
ん。ゲルダは、しみじみとカ
イちゃんのりこうそうな目つ
きや、長いかみの毛をおもい
だしていました。そして、ふ
たりがうちにいて、ばらの花
のあいだにすわってあそんだ
とき、カイちゃんがわらった
とおりの笑顔えがおが、目に
うかびました。

sí, tenía que ser él; pensaba en sus ojos vivos y en
sus largos cabellos; creía verle sonreír,como cuando
estaban sentados, allá en su casa, junto a los
rosales.

そこで、カイちゃんにあっ
て、ながいながい道中をして
自分をさがしにやってきたこ
とをきき、あれなりかえらな
いので、どんなにみんなが、
かなしんでいるかしったな
ら、こうしてきてくれたこと
を、どんなによろこぶでしょ
う。

Sin duda, se sentiría feliz de verla, de oírle contar el
largo camino que por él había recorrido, de saber lo
tristes que se habían sentido todos desde el día que
desapareció.
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まあ、そうおもうと、うれし
いし、しんぱいでした。

¡Oh, que miedo y que alegría a la vez!

さて、からすとゲルダとは、
かいだんの上にのぼりまし
た。ちいさなランプが、たな
の上についていました。そし
て、ゆか板のまん中のところ
には、飼いならされた女がら
すが、じっとゲルダを見て立
っていました。ゲルダはおば
あさまからおそわったよう
に、ていねいにおじぎしまし
た。

Y allí estaban ya, delante de la escalera; una
pequeña lámpara irradiaba su tenue luz desde un
aparador; en el centro del suelo se encontraba la
corneja domesticada que movía la cabeza a un lado
y a otro sin dejar de mirar a la niña; Gerda le hizo
una reverencia, tal como su abuela le había
enseñado.

「かわいいおじょうさん。わ
たしのいいなずけは、あなた
のことを、たいそうほめてお
りました。」と、そのやさし
いからすがいいました。「あ
なたの、そのごけいれきとや
らもうしますのは、ずいぶん
おきのどくなのですね。さ
あ、ランプをおもちくださ
い。ごあんないしますわ。こ
のところをまっすぐにまいり
ましょう。もうだれにもあい
ませんから。」

— Mi novio me ha hablado muy elogiosamente de
usted, mi querida señorita — dijo la corneja
domesticada—. Su currículum vitae, como se suele
decir, es realmente conmovedor… Si coge usted la
lámpara, yo iré delante, Iremos en línea recta, así
no encontraremos a nadie.
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「だれか、わたしたちのあと
から、ついてくるような気が
することね。」と、なにかが
そばをきゅうに通ったとき
に、ゲルダはいいました。そ
れは、たてがみをふりみだし
て、ほっそりとした足をもっ
ている馬だの、それから、か
りうどだの、馬にのったりっ
ぱな男の人や、女の人だの
の、それがみんなかべにうつ
ったかげのように見えまし
た。

— Me parece que alguien viene por detrás de
nosotros — dijo Gerda. Sintió como si un rumor
pasara junto a ella; algo que parecía proceder de
extrañas sombras que se deslizaran a lo largo de los
muros: caballos de crines flotantes y patas
delgadas, jóvenes vesteidos de cazadores,damas y
caballeros cabalgando …

「あれは、ほんの夢なのです
わ。」と、からすがいいまし
た。「あれらは、それぞれの
ご主人たちのこころを、りょ
うにさそいだそうとしてくる
のです。つごうのいいこと
に、あなたは、ねどこの中で
あのひとたちのお休みのとこ
ろがよくみられます。そこ
で、どうか、あなたがりっぱ
な身分におなりになったのち
も、せわになったおれいは、
おわすれなくね。」

— Son sólo sueños— dijo la corneja— Vienen a
sugerir ideas de caza a nuestros soberanos; tanto
mejor, así podrá usted contemplarlos más a gusto
mientras duermen. Si le va bien las cosas, espero
que se mostrará usted agradecida…

「それはいうまでもないこと
だろうよ。」と、森のからす
がいいました。

— Inútil hablar de eso— dijo la corneja del bosque.
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さて、からすとゲルダとは、
一ばんはじめの広間にはいっ
ていきました。そこのかべに
は、花でかざった、ばら色の
しゅすが、上から下まで、は
りつめられていました。そし
て、ここにもりょうにさそう
さっきの夢は、もうとんで来
ていましたが、あまりはやく
うごきすぎて、ゲルダはえら
い殿とのさまや貴婦人きふじ
ん方を、こんどはみることが
できませんでした。

Llegaron al primer salón, tapizado de satén rosa con
estampado de flores; los sueños les habían
sobrepasado y marchaban tan deprisa que la
pequeña Gerda no podía ver ya a los augustos
personajes.

ひろまから、ひろまへ行くほ
ど、みどとにできていまし
た。ただもうあまりのうつく
しさに、まごつくばかりでし
たが、そのうち、とうとうね
ままではいっていきました。

Los salones, a cual más magnífico, dejarían
anonadado a cualquiera que los viera; finalmente,
llegaron al formitorio.

そこのてんじょうは、高価な
ガラスの葉をひろげた、大き
なしゅろの木のかたちになっ
ていました。そして、へやの
まんなかには、ふたつのベッ
ドが、木のじくにあたる金の
ふとい柱につりさがってい
て、ふたつとも、ゆりの花の
ようにみえました。

Su techo recordaba una enorme palmera con hojas
de un cristal maravilloso; en medio de la
habitación, engarzados en un tallo de oro, había
dos lechos que parecían lirios;
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そのベッドはひとつは白く
て、それには王女がねむって
いました。もうひとつのは赤
くて、そこにねむっている人
こそ、ゲルダのさがすカイち
ゃんでなくてはならないので
す。ゲルダは赤い花びらをひ
とひら、そっとどけると、そ
こに日やけしたくびすじが見
えました。――ああ、それは
カイちゃんでした。

uno era blanco y en él descansaba la princesa;
hacia el otro, de color rojo, se dirigió Gerda para
comprobar si era Kay el que allí dormía; apartó uno
de los pétalos rojos y vio un cuello moreno .. ¡Era
Kay!

――ゲルダは、カイちゃんの
名をこえ高くよびました。ラ
ンプをカイちゃんのほうへさ
しだしました。……夢がまた
馬にのって、さわがしくその
へやの中へ、はいってきまし
た。……その人は目をさまし
て、顔をこちらにむけまし
た。ところが、それはカイち
ゃんではなかったのです。

Le llamó en voz alta por su nombre, acercó la
lámpara hacia el lecho… Los sueños cruzaron de
nueva a caballo por la habitación… se despertó,
volvió la cabeza y … ¡No era kay!

81

11/10/24, 9:51 a.m. snedronningen_ja_es

about:blank 82/138



雪の女王

いまは王子となったその人
は、ただ、くびすじのところ
が、カイちゃんににていただ
けでした。でもその王子はわ
かくて、うつくしい顔をして
いました。王女は白いゆりの
花ともみえるベッドから、目
をぱちくりやって見あげなが
ら、たれがそこにきたのか
と、おたずねになりました。
そこでゲルダは泣いて、いま
までのことや、からすがいろ
いろにつくしてくれたことな
どを、のこらず王子に話しま
した。

El príncipe, aunque también joven y hermoso, sólo
se le parecía en el cuello. Desde el lecho del lirio
blanco, la princesa entreabrió los ojos preguntando
qué sucedía. La niña se echó a llorar y contó toda
su historia y lo que las cornejas habían hecho por
ella.

「それは、まあ、かわいそう
に。」と、王子と王女とがい
いました。そして、からすを
おほめになり、じぶんたちは
けっして、からすがしたこと
をおこりはしないが、二どと
こんなことをしてくれるな、
とおっしゃいました。それで
も、からすたちは、ごほうび
をいただくことになりまし
た。

— ¡Pobre pequeña!— dijeron el príncipe y la
princesa; alabaron la actitud de las cornejas y
dijeron que no estaban enfadados con ellas,
aunque aquello no debía volver a repetirse. Sin
embargo, tendrían su recompensa.
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「おまえたちは、すきかって
に、そとをとびまわっている
ほうがいいかい。」と、王女
はたずねました。「それと
も、宮中おかかえのからすと
して、台所のおあまりは、な
んでもたべることができる
し、そういうふうにして、い
つまでもごてんにいたいとお
もうかい。」

— ¿Quereis volar en libertad? — preguntó la
princesa — ¿ O preferis el cargo de cornejas de
corte con derecho a todos los desperdicios de la
cocina?

そこで、二わのからすはおじ
ぎをして、自分たちが、とし
をとってからのことをかんが
えると、やはりごてんにおい
ていただきたいと、ねがいま
した。そして、
「だれしもいっていますよう
に、さきへいってこまらない
ように、したいものでござい
ます。」と、いいました。

Las dos cornejas, haciendo una solemne reverencia,
aceptaron el cargo que se les ofrecía, pues
pensaban en su vejez y creyendo que era una
buena oportunidad para asegurarse su futuro.

王子はそのとき、ベッドから
出て、ゲルダをそれにねか
せ、じぶんは、それなりねよ
うとはしませんでした。

El príncipe se levantó de su lecho e invitó a Gerda a
que se acostara en él: era todo lo que podía hacer
por ella.

ゲルダはちいさな手をくん
で、「まあ、なんといういい
人や、いいからすたちだろ
う。」と、おもいました。そ
れから、目をつぶって、すや
すやねむりました。

La niña juntó sus manitas y pensó: «¡Qué buenos
son los hombres y los animales!». Cerró los ojos y
durmió profundamente.
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すると、また夢がやってき
て、こんどは天使のような人
たちが、一だいのそりをひい
てきました。その上には、カ
イちゃんが手まねきしていま
した。けれども、それはただ
の夢だったので、目をさます
と、さっそくきえてしまいま
した。

Los sueños regresaron en segudia por el aire, mas
esta vez como ángeles de Dios que arrastraban un
pequeño trineo en el que iba sentado Kay; pero
aquello eran sólo ensoñaciones que desaparecieron
en el mismo momento que la niña se despertó.
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あくる日になると、ゲルダは
あたまから、足のさきまで、
絹やびろうどの着物でつつま
れました。そしてこのままお
城にとどまっていて、たのし
くくらすようにとすすめられ
ました。でも、ゲルダはた
だ、ちいさな馬車と、それを
ひくうまと、ちいさな一そく
の長ぐつがいただきとうござ
いますと、いいました。それ
でもういちど、ひろい世界
へ、カイちゃんをさがしに出
ていきたいのです。

A la mañana siguiente, la vistieron de pies a cabeza
con sedas y terciopelos; le ofrecieron quedarse en
el castillo donde tan feliz podría ser, pero ella tan
sólo quería un pequeño carro con un caballo y un
par de zapatitos para lanzarse de nuevo por esos
mundos de Dios a proseguir la búsqueda de Kay.

さて、ゲルダは長ぐつばかり
でなく、マッフまでもらっ
て、さっぱりと旅のしたくが
できました。いよいよでかけ
ようというときに、げんかん
には、じゅん金のあたらしい
馬車が一だいとまりました。
王子と王女の紋章もんしょう
が、星のようにひかってつい
ていました。ぎょしゃや、べ
っとうや、おさきばらいが
――そうです、おさきばらい
までが――金の冠かんむりを
かぶってならんでいました。

Le regalaron un par de zapatos y un manguito; le
dieron también un hermoso traje y cuando se
dispuso a partir se entontró con una magnífica
carroza de oro que la esperaba ante la puerta;
sobre ella, el escudo con las armas de los dos
príncipes brillaba como una estrella; cochero,
siervientes y postillones, pues también había
postillones, vestían libreas bordadas con coronas
de oro.
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王子と王女は、ごじぶんで、
ゲルダをたすけて馬車にのら
せ、ぶじにいってくるように
おっしゃいました。

El príncipe y la princesa ayudaron a Gerda a subir al
coche y le desearon buen viaje.

もういまはけっこんをすませ
た森のからすも、三マイルさ
きまで、みおくりについてき
ました。このからすは、うし
ろむきにのっていられないと
いうので、ゲルダのそばにす
わっていました。めすのほう
のからすは、羽根をばたばた
やりながら、門のところにと
まっていました。おくってい
かないわけは、あれからずっ
とごてんづとめで、たくさん
にたべものをいただくせい
か、ひどく頭痛ずつうがして
いたからです。

La corneja domesticada, ahora ya casada, la
acompañó durante las tres primeras leguas; se
sentó a su lado, ya que no podía soportar ir en
dirección contraria a la marcha; la otra corneja se
quedó en la puerta batiendo sus alas; no podía
acompañarles, pues desde que tenía un cargo en la
corte y comida en abundancia, sufría de fuertes
dolores de cabeza.

その馬車のうちがわは、さと
うビスケットでできていて、
こしをかけるところは、くだ
ものや、くるみのはいったし
ょうがパンでできていまし
た。

La carroza estaba abarrotada de bizcochos y bajo el
asiento había gran cantidad de frutas y panes de
especias.
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「さよなら、さよなら。」
と、王子と王女がさけびまし
た。するとゲルダは泣きだし
ました。――からすもまた泣
きました。――さて、馬車が
三マイル先のところまできた
とき、こんどはからすが、さ
よならをいいました。この上
ないかなしいわかれでした。

— ¡Adiós, Adiós! — se despidieron el príncipe y la
princesa. La pequeña Gerda lloró y también la
corneja del bosque… Recorrieron las tres primeras
leguas y la corneja domesticada tuvo que decirle
adiós; fue una seperación muy penosa;

からすはそこの木の上にとび
あがって、馬車がいよいよ見
えなくなるまで、黒いつばさ
を、ばたばたやっていまし
た。馬車はお日さまのように
かがやきながら、どこまでも
はしりつづけました。

voló hacia un árbol y agitó sus alas negras hasta
que la carroza, que brillaba como el sol, se perdió
de vista tras un recodo del camino.

第五のお話。おいはぎのこ
むすめ

Quinto episodio. La Hija del
Bandido

それから、ゲルダのなかま
は、くらい森の中を通ってい
きました。ところが、馬車の
光は、たいまつのようにちら
ちらしていました。

Atravesaban un bosque sombrío, donde la corroza
resplandecía como una antorcha, lo que llamó la
atención de los bandidos.
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それが、おいはぎどもの目に
とまって、がまんがならなく
させました。
「やあ、金きんだぞ、金だ
ぞ。」と、おいはぎたちはさ
けんで、いちどにとびだして
きました。馬をおさえて、ぎ
ょしゃ、べっとうから、おさ
きばらいまでころして、ゲル
ダを馬車からひきずりおろし
ました。

No podían dejar escapar aquella presa.
—¡Es de oro! ¡Es de oro! — gritaron, precipitándose
sobre ella; detuvieron a los caballos, dieron muerte
a los cocheros y sacaron del coche a la pequeña
Gerda.

「こりゃあ、たいそうふとっ
て、かわいらしいむすめだわ
い。きっと、年中くるみの実
みばかりたべていたのだろ
う。」と、おいはぎばばがい
いました。女のくせに、なが
い、こわいひげをはやして、
まゆげが、目の上までたれさ
がったばあさんでした。

—¡Está rolliza y hermosa! La han cebado con pan
de especias — dijo la mujer al bandido que tenía
una barba enmarañada y unas cejas que le caían
hasta los ojos—

「なにしろそっくり、あぶら
ののった、こひつじというと
ころだが、さあたべたら、ど
んな味がするかな。」
そういって、ばあさんは、ぴ
かぴかするナイフをもちだし
ました。きれそうにひかっ
て、きみのわるいといったら
ありません。

Es tierna como un cordero cebón, ¡Qué rica estará!
— Y diciendo esto, sacó su afilado cuchillo que
brilló con resplandor siniestro.
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「あッ。」 そのとたん、ば
あさんはこえをあげました。
その女のせなかにぶらさがっ
ていた、こむすめが、なにし
ろらんぼうなだだっ子で、お
もしろがって、いきなり、母
親の耳をかんだのです。
「このあまあ、なにょをす
る。」と、母親はさけびまし
た。おかげで、ゲルダをころ
す、はなさきをおられまし
た。

— ¡Ahh! — Chilló la mujer: su propia hija, a la que
llevaba a la espalda, le acababa de propinar un
tremendo mordisco en la oreja. La muchacha era
salvaje y mal educada como no se pueda imaginar.
— ¡Maldita niña! — exclamó la madre, que no pudo
así matar a Gerda.

「あの子は、あたいといっし
ょにあそぶのだよ。」と、お
いはぎのこむすめは、いいま
した。
「あの子はマッフや、きれい
な着物をあたいにくれて、晩
にはいっしょにねるのだ
よ。」
こういって、その女の子は、
もういちど、母親の耳をした
たかにかみました。それで、
ばあさんはとびあがって、ぐ
るぐるまわりしました。おい
はぎどもは、みんなわらっ
て、
「見ろ、ばばあが、がきとい
っしょにおどっているから
よ。」と、いいました。

— ¡Quiero esta niña para que juegue conmigo! —
dijo la hija del bandido— Quiero que me dé su
manguito y su vestido y que duerma conmigo en la
cama.
Y la mordió de nuevo con tal fuerza que la mujer
dio un salto en el aire retorciéndose, mientras los
bandidos se echaban a reír, diciendo:
—¡Mirad cómo baila con su hija!
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「馬車の中へはいってみよう
や。」と、おいはぎのこむす
めはいいました。このむすめ
は、わんぱくにそだって、お
まけにごうじょうっぱりでし
たから、なんでもしたいとお
もうことをしなければ、気が
すみませんでした。

—¡Quiero montar en la carroza! — gritó la hija del
bandido.
Y cuando la chiquilla quería algo, había que dárselo,
pues además de consentida, era terca como ella
sola.

それで、ゲルダとふたり馬車
にのりこんで、きりかぶや、
石のでている上を通って、林
のおくへ、ふかくはいってい
きました。おいはぎのこむす
めは、ちょうどゲルダぐらい
の大きさでしたが、ずっと、
きつそうで、肩つきががっし
りしていました。どす黒ぐろ
いはだをして、その目はまっ
黒で、なんだかかなしそうに
見えました。女の子は、ゲル
ダのこしのまわりに手をかけ
て、

Tomó asiento junto a Gerda en la carroza y se
adentraron por el bosque traqueteando entre
tocones y malezas. la hija del bandido era tan alta
como Gerda, aunque más fuerte, más ancha de
hombros y de piel más oscura; sus ojos, de un
negro intenso, revelaban una expresión de tristeza.
Cogió a la pequeña Gerda por la cintura y le dijo:

「あたい、おまえとけんかし
ないうちは、あんなやつら
に、おまえをころさせやしな
いことよ。おまえはどこかの
王女じゃなくて。」と、いい
ました。

— No te matarán mientras yo no me enfado
contigo. ¿Eres una princesa?
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「いいえ、わたしは王女では
ありません。」と、ゲルダは
こたえて、いままでにあった
できごとや、じぶんがどんな
に、すきなカイちゃんのこと
を思っているか、ということ
なぞを話しました。

— No — dijo la pequeña Gerda, contando lo que le
había ocurrido y lo mucho que quería al pequeño
Kay.

おいはぎのむすめは、しげし
げとゲルダを見て、かるくう
なずきながら、
「あたいは、おまえとけんか
したって、あのやつらに、お
まえをころさせやしないよ。
そんなくらいなら、あたい、
じぶんでおまえをころしてし
まうわ。」と、いいました。
それからむすめは、ゲルダの
目をふいてやり、両手をうつ
くしいマッフにつけてみまし
たが、それはたいへん、ふっ
くりして、やわらかでした。

La hija del bandido miraba con aire grave; hizo un
movimiento de cabeza y dijo:
— No te matarán, ni siquiera aunque yo me enfado
contigo; en ese caso seré yo misma quien lo haga.
Secó los ojos de Gerda y metió sus manos en el
bello manguito tan suave y caliente que era.
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さあ、馬車はとまりました。
そこはおいはぎのこもる、お
城のひろ庭でした。その山塞
さんさいは、上から下までひ
びだらけでした。そのずれた
われ目から、大がらす小がら
すがとびまわっていました。
大きなブルドッグが、あいて
かまわず、にんげんでもくっ
てしまいそうなようすで、高
くとびあがりました。でも、
けっしてほえませんでした。
ほえることはとめられてあっ
たからです。

La carroza se detuvo; se encontraban en el patio del
castillo de los bandidos, cuyos muros estaban
agrietados de arriba abajo; cuervos y cornejas
salieron volando de agujeros y grietas y dos
grandes perrazos, con aspecto de poder devorar a
un hombre, daban grandes brincos, aunque no
ladraban, pues les estaba prohibido.

大きな、煤すすけたひろまに
は、煙がもうもうしていて、
たき火が、赤あかと石だたみ
のゆか上でもえていました。
煙はてんじょうの下にたちま
よって、どこからともなくで
ていきました。大きなおなべ
には、スープがにえたって、
大うさぎ小うさぎが、あぶり
ぐしにさして、やかれていま
した。

En la sala central, grande, vieja y con las paredes
recubiertas de hollín, ardía una gran hoguera en
medio del enlosado; el humo se acumulaba junto al
techo y debía buscar por sí mismo una salida; en el
fuego hervía un caldero de sopa y, ensartados en
un pincho, se asaban varios conejos y liebres.
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「おまえは、こん夜は、あた
いや、あたいのちいさなどう
ぶつといっしょにねるの
よ。」と、おいはぎのこむす
めがいいました。
ふたりはたべものと、のみも
のをもらうと、わらや、しき
ものがしいてある、へやのす
みのほうへ行きました。

— Esta noche dormirás conmigo y con mis animales
— dijo a Gerda la hija del bandido.
Cuando hubieron comido y bebido se dirigieron a
un rincón donde se amontonaban la paja y las
mantas.

その上には、百ぱよりも、も
っとたくさんのはとが、ねむ
ったように、木摺きずりや、
とまり木にとまっていました
が、ふたりの女の子がきたと
きには、ちょっとこちらをむ
きました。

Por encima de sus cabezas, sobre vigas y traviesas,
había cerca de cien palomas; parecían dormidas,
aunque giraron ligeramente sus cabezas a la llegada
de las niñas.

「みんな、このはと、あたい
のものなのよ。」と、おいは
ぎのこむすめはいって、てば
やく、てぢかにいた一わをつ
かまえて、足をゆすぶったの
で、はとは、羽根をばたばた
やりました。

— Son todas mías — dijo la hija del bandido, y,
atrapando a una de las que estaban más próximas,
la sujetó por las patas y la sacudió, mientras la
paloma agitaba las alas.

「せっぷんしておやりよ。」
と、いって、おいはぎのこむ
すめは、それを、ゲルダの顔
になげつけました。

— ¡Bésala! — gritó, arrojando el animal a la cara de
Gerda —.
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「あすこにとまっているの
が、森のあばれものさ。」
と、そのむすめは、かべにあ
けたあなに、うちこまれたと
まり木を、ゆびさしながら、
また話しつづけました。

Éstos son la chusma del bosque — continuó,
mostrándole los barrotes que cerraban un agujero
en lo alto del muro —

「あれは二わとも森のあばれ
ものさ。しっかり、とじこめ
ておかないと、すぐにげてい
ってしまうの。ここにいるの
が、昔からおともだちのベー
よ。」こういって、女の子
は、ぴかぴかみがいた、銅ど
うのくびわをはめたままつな
がれている、一ぴきのとなか
いを、つのをもってひきだし
ました。

Si no se los tiene bien encerrados, se echan a volar
de inmediato y desaparece. ¡Y este es mi viejo
amigo Be! Y tió de los cuernos a un reno atado a la
pared con una cuerda sujeta a un anillo de cobre
pulimentado que le rodeaba el cuello.

「これも、しっかりつないで
おかないと、にげていってし
まうの。だから、あたいは
ね、まい晩よくきれるナイフ
で、くびのところをくすぐっ
てやるんだよ。すると、それ
はびっくりするったらありゃ
しない。」

— También a éste hay que sujetarlo bien; de lo
contrario, se soltaría y se iriía. Todas las noches le
acaricio el cuello con mi cuchillo y se muere de
miedo.
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そういいながら、女の子はか
べのわれめのところから、な
がいナイフをとりだして、そ
れをとなかいのくびにあて
て、そろそろなでました。か
わいそうに、そのけものは、
足をどんどんやって、苦しが
りました。むすめは、おもし
ろそうにわらって、それなり
ゲルダをつれて、ねどこに行
きました。

La niña sacó un largo cuchillo de una rendija que
había en la pared y lo pasó por el cuello del reno. El
pobre animal coceó, mientras la hija del bandido se
reía a carcajadas. Luego, de un empujón, tiró a
Gerda sobre la cama.

「あなたはねているあいだ、
ナイフをはなさないの。」
と、ゲルダは、きみわるそう
に、それをみました。

— ¿No vas a dejar el cuchillo mientras duermes? —
preguntó Gerda que miraba la hoja con temor.

「わたい、しょっちゅうナイ
フをもっているよ。」と、お
いはぎのこむすめはこたえま
した。「なにがはじまるかわ
からないからね。それよか、
もういちどカイちゃんって子
の話をしてくれない、それか
ら、どうしてこのひろい世界
に、あてもなくでてきたの
か、そのわけを話してくれな
いか。」

— Duermo siempre con mi cuchillo — respondió la
hija del bandido. Nunca se sabe lo que puede
ocurrir. Pero cuéntame más sobre lo que hace un
momento decías del pequeño Kay y sobre por qué
te has aventurado a recorrer el mundo.

95

11/10/24, 9:51 a.m. snedronningen_ja_es

about:blank 96/138



雪の女王

そこで、ゲルダははじめか
ら、それをくりかえしまし
た。森のはとが、頭の上のか
ごの中でくうくういっていま
した。ほかのはとはねむって
いました。

Gerda continuó su relato, mientras las palomas del
bosque se arrullaban allía rriba, en su jaula, y las
otras dormían.

おいはぎのこむすめは、かた
手をゲルダのくびにかけて、
かた手にはナイフをもったま
ま、大いびきをかいてねてし
まいました。けれども、ゲル
ダは、目をつぶることもでき
ませんでした。ゲルダは、い
ったい、じぶんは生かしてお
かれるのか、ころされるの
か、まるでわかりませんでし
た。

La hija del bandido pasó su brazo alrededor del
cuello de Gerda y, sin dejar de sujetar el cuchillo
con la otra mano, se durmió y pronto se le oyó
roncar; sin embargo, Gerda no podía cerrar los ojos,
no sabía si iba a vivir o a morir.

たき火のぐるりをかこんで、
おいはぎたちは、お酒をのん
だり、歌をうたったりしてい
ました。そのなかで、ばあさ
んがとんぼをきりました。

Los bandidos estaban sentados alrededor del
fuego, cantaban, bebían y la vieja bailaba de forma
estrafalaria.

ちいさな女の子にとっては、
そのありさまを見るだけで、
こわいことでした。

¡Oh, qué horrible espectáculo!
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そのとき、森のはとが、こう
いいました。
「くう、くう、わたしたち、
カイちゃんを見ましたよ。一
わの白いめんどりが、カイち
ゃんのそりをはこんでいまし
た。カイちゃんは雪の女王の
そりにのって、わたしたち
が、巣にねていると、森のす
ぐ上を通っていったのです
よ。雪の女王は、わたしたち
子ばとに、つめたいいきをふ
きかけて、ころしてしまいま
した。たすかったのは、わた
したち二わだけ、くう、く
う。」

Entonces las palomas del bosque dijeron:
— ¡Crrru, Crrru! Hemos visto a tu amigo Kay. Una
gallina blanca llevaba su trineo y él iba sentado en
el de la Reina de las Nieves, que voló sobre el
bosque cuando nosotras estábamos en el nido;
sopló sobre nuestros pequeños y todos murieron,
salvo nosotros dos ¡Crrru, Crrru!

「まあ、なにをそこでいって
るの。」と、ゲルダが、つい
大きなこえをしました。「そ
の雪の女王さまは、どこへい
ったのでしょうね。そのさき
のこと、なにかしっていて。
おしえてよ。」

— ¿Qué es lo que me decís? — preguntó Gerda
sobresaltada — ¿Dónde iba la Reina de las Nieves?
¿Podéis decírmelo?

「たぶん、ラップランドのほ
うへいったのでしょうよ。そ
こには、年中、氷や雪があり
ますからね。まあ、つながれ
ている、となかいに、きいて
ごらんなさい。」

— Seguramente se dirigía a Laponia, donde hay
siempre hielo y nieve. No tienes más que preguntar
al reno que está atado con la cuerda.
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すると、となかいがひきとっ
て、「そこには年中、氷や雪
があって、それはすばらしい
みごとなものですよ。」とい
いました。
「そこでは大きな、きらきら
光る谷まを、自由にはしりま
わることができますし、雪の
女王は、そこに夏のテントを
もっています。でも女王のり
っぱな本城ほんじょうは、も
っと北極のほうの、スピッツ
ベルゲンという島の上にある
のです。」

— Allí hay una gran cantidad de nieve y hielo — dijo
el reno —. ¡Es muy agradable y muy hermoso! Se
puede correr y saltar libremente por inmensos
valles nevados. Es allí donde la Reina de las Nieves
tiene su mansión de verano, pero su castillo está
más arriba, cerca del Polo Norte, en las islas
llamadas Spitzberg.

「ああ、カイちゃんは、すき
なカイちゃんは。」と、ゲル
ダはためいきをつきました。

—¡Oh Kay, querido Kay! — suspiró Gerda.

「しずかにしなよ。しない
と、ナイフをからだにつきさ
すよ。」と、おいはぎのこむ
すめがいいました。

— ¿Vas a estarte quieta de una vez? — le gritó la
hija del bandido— O te callas o sentirás mi afilado
cuchillo en tu barriga.
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あさになって、ゲルダは、森
のはとが話したことを、すっ
かりおいはぎのこむすめに話
しました。するとむすめは、
たいそうまじめになって、う
なずきながら、
「まあいいや。どっちにして
もおなじことだ。」と、いい
ました。そして、「おまえ、
ラップランドって、どこにあ
るのかしってるのかい。」
と、むすめは、となかいにた
ずねました。

Por la mañana, Gerda le contó todo lo que le
habían dicho las palomas del bosque; la hija del
bandido adoptó una expresión grave, movió la
cabeza y dijo:
— Eso me da igual … eso me da igual… ¿Sabes tú
donde está Laponia? — le preguntó al reno.

「わたしほど、それをよくし
っているものがございましょ
うか。」と、目をかがやかし
ながら、となかいがこたえま
した。「わたしはそこで生ま
れて、そだったのです。わた
しはそこで、雪の野原を、は
しりまわっていました。」

— ¿Quién podria saberlo mejor que yo? —
respondió el animal, con los ojos humedecidos—
¡Allí nací y allí me crié, saltando por los campos
cubiertos de nieve!
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「ごらん。みんなでかけてい
ってしまうだろう。おっかさ
んだけがうちにいる。おっか
さんは、ずっとうちにのこっ
ているのよ。でもおひるちか
くなると、大きなびんからお
酒をのんで、すこしのあい
だ、ひるねするから、そのと
き、おまえにいいことをして
あげようよ。」と、おいはぎ
のこむすめはゲルダにいいま
した。

— Escucha — dijo a Gerda la hija del bandido— Ya
ves que todos los hombres han salido, pero mi
madre todavía sigue aquí; más tarde, hacia el
mediodía, suele beber un trago de aquella botella y
después se echa un sueñecito… entonces podré
hacer algo por ti.

それから女の子は、ぱんと、
ねどこからはねおきて、おっ
かさんのくびのまわりにかじ
りついて、おっかさんのひげ
をひっぱりながら、こういい
ました。
「かわいい、めやぎさん、お
はようございます。」

Saltó de la cama, se abalanzó sobre el cuello de su
madre, y tirándole de los bigotes, le dijo:
— ¡Buenos días, mi querida cabra!

すると、おっかさんは、女の
子のはなが赤くなったり紫色
むらさきいろになったりする
まで、ゆびではじきました。
でもこれは、かわいくてたま
らない心からすることでし
た。

La madre le dio tal papirotazo en la nariz, que se la
dejó entre roja y azul, pero eso, entre ellos, no era
más que una muestra de cariño.
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おっかさんが、びんのお酒を
のんで、ねてしまったとき、
おいはぎのこむすめは、とな
かいのところへいって、こう
いいました。
「わたしはもっと、なんべん
も、なんべんも、ナイフでお
まえを、くすぐってやりたい
のだよ。だって、ずいぶんお
かしいんだもの、でも、もう
いいさ。あたい、おまえがラ
ップランドへ行けるように、
つなをほどいてにがしてやろ
う。けれど、おまえはせっせ
とはしって、この子を、この
子のおともだちのいる、雪の
女王のごてんへ、つれていか
なければいけないよ。

Cuando la madre hubo bebido de la botella y se
quedó dormida, la hija del bandido se acercó al
reno y le dijo:
— Me gustaría seguir haciéndote cosquillas con mi
cuchillo, pues es entonces cuano más me diviertes,
pero eso no importa ahora; voy a desatarte y te
ayudaré a salir para que te dirijas a Laponia, pero
tienes que ir deprisa y conducir a esta niña hasta el
palacio de la Reina de las Nieves, donde está su
compañero.

おまえ、この子があたいに話
していたこと、きいていたろ
う。とても大きなこえで話し
たし、おまえも耳をすまし
て、きいていたのだから。」

Seguro que habrás oído todo lo que me ha
comentado: hablaba bastante alto y tú te enteras
de todo.
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となかいはよろこんで、高く
はねあがりました。その背中
においはぎのこむすめは、ゲ
ルダをのせてやりました。そ
して用心ようじんぶかく、ゲ
ルダをしっかりいわえつけ
て、その上、くらのかわり
に、ちいさなふとんまで、し
いてやりました。

El reno se puso a dar saltos de alegría. La hija del
bandido aupó a la pequeña Gerda sobre él,
tomando la precaución de sujetarla bien e incluso
le puso un cojín para que esteuviese más cómoda.

「まあ、どうでもいいや。」
と、こむすめはいいました。
「そら、おまえの毛皮のなが
ぐつだよ。だんだんさむくな
るからね。マッフはきれいだ
からもらっておくわ。けれ
ど、おまえにさむいおもいは
させないわ。ほら、おっかさ
んの大きなまる手ぶくろがあ
る。おまえなら、ひじのとこ
ろまで、ちょうどとどくだろ
う。まあ、これをはめると、
おまえの手が、まるであたい
のいやなおっかさんの手のよ
うだよ。」と、むすめはいい
ました。

— Bueno — le dijo —, te devolveré tus zapatos de
piel, pues hará frío por allí, pero el manguito me lo
quedo, es demasiado bonito. De todas foramas, no
pasarás frio, aquí tienes las grades manopas de mi
madre que te llegarán hasta el codo; ¡toma,
pontelas! .. Con esas manoplas te pareces a mi
horrible madre.

ゲルダは、もううれしくて、
涙なみだがこぼれました。

Y Gerda derramó una lágrima de alegría.
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「泣くなんて、いやなことだ
ね。」と、おいはぎのこむす
めはいいました。「ほんと
は、うれしいはずじゃない
の。さあ、ここにふたつ、パ
ンのかたまりと、ハムがある
わ。これだけあれば、ひもじ
いおもいはしないだろう。」

— No me gusta verte lloriquear — dijo la hija del
bandido— ¡Deberías estar contenta! Aquí tienes
dos panes y un jamón; no pasarás hambre.

これらの品じなは、となかい
の背中のうしろにいわえつけ
られました。おいはぎのむす
めは戸をあけて、大きな犬を
だまして、中にいれておい
て、それから、よくきれるナ
イフでつなをきると、となか
いにむかっていいました。
「さあ、はしって。そのかわ
り、その子に、よく気をつけ
てやってよ。」

Después de colocar todo aquello sobre el reno, la
hija del bandido abrió la puerta, metió a los perros
en la habitación, cortó con su cuchillo la cuerda con
que estaba atado el reno y le dijo:
— ¡Vamos, corre! ¡Y cuida bien de la niña!

103

11/10/24, 9:51 a.m. snedronningen_ja_es

about:blank 104/138



雪の女王

そのとき、ゲルダは、大きな
まる手ぶくろをはめた両手
を、おいはぎのこむすめのほ
うにさしのばして、「さよう
なら。」といいました。とた
んに、となかいはかけだしま
した。木の根、岩かどをとび
こえ、大きな森をつきぬけ
て、沼地や草原もかまわず、
いっしょうけんめい、まっし
ぐらにはしっていきました。

Gerda tendió las manos enfundadas en las grandes
manoplas hacia la hija del bandido diciéndoles
adiós y el reno partió veloz por encima de
matorrales y tocones. Con toda la rapidez que le
fue posible, atravesó el gran bosque, franqueó
pantanos y llanuras,

おおかみがほえ、わたりがら
すがこえをたてました。ひゅ
ッ、ひゅッ、空で、なにか音
がしました。それはまるで花
火があがったように。

mientras, a su alrededor, aullaban los lobos y
graznaban los cuervos. Y el cielo, volviéndose rojo,
también les habló: «¡Pfit, Pfit!». Parecía que
estornudara.

「あれがわたしのなつかしい
北極オーロラ光です。」と、
となかいがいいました。「ご
らんなさい。なんてよく、か
がやいているでしょう。」
それからとなかいは、ひるも
夜も、前よりももっとはやく
はしって行きました。
パンのかたまりもなくなりま
した。ハムもたべつくしまし
た。となかいとゲルダとは、
ラップランドにつきました。

— Son mis viejas amigas, las auroras boreales —
dijo el reno — ¡Mira qué resplandores! — Y siguió
corriendo, día y noche, sin descanso. Comieron los
panes, el jamón, y llegaron a Laponia.
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第六のお話。ラップランド
の女とフィンランドの女

Sexto episodio. La Lapona y la
Finesa

ちいさな、そまつなこやの前
で、となかいはとまりまし
た。そのこやはたいそうみす
ぼらしくて、屋根やねは地面
じめんとすれすれのところま
でも、おおいかぶさっていま
した。そして、戸口がたいそ
うひくくついているものです
から、うちの人が出たり、は
いったりするときには、はら
ばいになって、そこをくぐら
なければなりませんでした。

Se detuvieron ante una pequeña cabaña. Tenía un
aspecto muy pobre, con un tejado que descendía
hasta el suelo y una puerta tan baja que para entrar
o salir de ella había que arrastrarse por el suelo.

その家には、たったひとり年
とったラップランドの女がい
て、鯨油げいゆランプのそば
で、おさかなをやいていまし
た。となかいはそのおばあさ
んに、ゲルダのことをすっか
り話してきかせました。で
も、その前にじぶんのことを
まず話しました。となかい
は、じぶんの話のほうが、ゲ
ルダの話よりたいせつだとお
もったからでした。 ゲルダ
はさむさに、ひどくやられて
いて、口をきくことができま
せんでした。

Vivía allí una vieja lapona que estaba cociendo
pescado en una lámpara de aceite de bacalao; el
reno le contó toda la historia de la niña, aunque
antes le había contado la suya, que consideraba
mucho más importante; Gerda estaba tan
entumecida por el frío que apenas podía hablar.
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「やれやれ、それはかわいそ
うに。」と、ラップランドの
女はいいました。「おまえた
ちはまだまだ、ずいぶんとお
くはしって行かなければなら
ないよ。百マイル以上も北の
フィンマルケンのおくふかく
はいらなければならないのだ
よ。雪の女王はそこにいて、
まい晩、青い光を出す花火を
もやしているのさ。

— ¡Ah, pobres de vosotros! — dijo la lapona —. Os
queda todavía un largo camino! Tenéis que hacer
más de cien leguas para llegar a Finalandia; allí,
donde las auroras boreales aparecen cada noche,
tiene la Reina de las Nieves su morada.

わたしは紙をもっていないか
ら、干鱈ひだらのうえに、て
がみをかいてあげよう。これ
をフィンランドの女のところ
へもっておいで。その女のほ
うが、わたしよりもくわし
く、なんでも教えてくれるだ
ろうからね。」

Como no tengo papel, os escribiré una nota en un
rozo de bacalao seco; deberéis entregárselo a una
mujer finlandesa, amiga mía, que vivie por allí; ella
podrá informaros mejor que yo.

さてゲルダのからだもあたた
まり、たべものやのみもので
げんきをつけてもらったと
き、ラップランドの女は、干
鱈ひだらに、ふたことみこ
と、もんくをかきつけて、そ
れをたいせつにもっていくよ
うに、といってだしました。
ゲルダは、またとなかいにい
わえつけられてでかけまし
た。

Cuando Gerda hubo entrado en calor, después de
haber comido y bebido algo, la lapona escribió unas
palabras sobre el bacalao, recomendando a Gerda
que tuviese bune cuidado de no perderlo; ésta lo
colocó sobre el reno, que, de un salto, reemprendió
la marcha.
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ひゅッひゅッ、空の上でまた
いいました。ひと晩中、この
上もなくうつくしい青色をし
た、極光オーロラがもえてい
ました。――さて、こうし
て、となかいとゲルダとは、
フィンマルケンにつきまし
た。そして、フィンランドの
女の家のえんとつを、こつこ
つたたきました。だってその
家には、戸口もついていませ
んでした。

Tuvieron la ocasión de contemplar deliciosas
auroras boreales de hermosos tonos azulados … y
llegaron a Finlandia. Llamaron a la chimenea de la
mujer finlandesa, pues su casa era una chimenea
que ni siquiera tenía puerta.

家の中は、たいへんあついの
で、その女の人は、まるでは
だか同様でした。せいのひく
いむさくるしいようすの女で
した。

Dentro, el calor era tal que la mujer estaba casi
desnuda; era pequeña y muy sucia;

女はすぐに、ゲルダの着物
や、手ぶくろや、ながぐつを
ぬがせました。そうしなけれ
ば、とてもあつくて、そこに
はいられなかったからです。
それから、となかいのあたま
の上に、ひとかけ、氷のかた
まりを、のせてやりました。

desvisitó en seguida a la pequeña Gerda, le quitó
las manoplas y los zapatos, pues de lo contrario no
habría podido soportar el calor, y puso un trozo de
hielo sobre la cabeza del reno; luego, leyó lo que su
amiga lapona había escrito en el bacalao seco;
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そして、ひだらにかきつけて
あるもんくを、三べんもくり
かえしてよみました。そして
すっかりおぼえこんでしまう
と、スープをこしらえる大な
べの中へ、たらをなげこみま
した。そのたらはたべること
ができたからで、この女の人
は、けっしてどんなもので
も、むだにはしませんでし
た。

tres veces lo leyó, hasta aprenderlo de memoria, y
después echó el bacalao a la olla: era comida y ella
nunca dejaba que la comida se echara a perder.

さて、となかいは、まずじぶ
んのことを話して、それから
ゲルダのことを話しました。
するとフィンランドの女は、
そのりこうそうな目をしばた
たいただけで、なにもいいま
せんでした。
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「あなたは、たいそう、かし
こくていらっしゃいます
ね。」と、となかいは、いい
ました。「わたしはあなた
が、いっぽんのより糸で、世
界中の風をつなぐことがおで
きになると、きいておりま
す。もしも舟のりが、そのい
ちばんはじめのむすびめをほ
どくなら、つごうのいい追風
がふきます。二ばんめのむす
びめだったら、つよい風がふ
きます。三ばんめと四ばんめ
をほどくなら、森ごとふきた
おすほどのあらしがふきすさ
みます。

— Tú eres muy hábil — dijo el reno; sé que puedes
atar todos los vientos del mundo con un hilo; si el
capitán de barco deshace un nudo, tiene buen
viento, si deshace el segundo, el viento arrecia, y si
deshace el tercero y el cuerto, se levanta un
huracán capaz de asolar los bosques.

どうか、このむすめさんに、
十二人りきがついて、しゅび
よく雪の女王にかてますよ
う、のみものをひとつ、つく
ってやっていただけません
か。」

¿No quieres dar a la niña una poción que le dé la
fuerza de veinte hombres y le permita llegar hasta
la Reina de las Nieves?

「十二人りきかい。さぞ役に
たつ（「たつ」は底本では
「たっ」）だろうよ。」と、
フィンランド（「フィンラン
ド」は底本では「フィラン
ド」）の女はくりかえしてい
いました。

— ¿La fuerza de veinte hombres…? — repitió la
finlandesa— Sí, eso sería suficiente.
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それから女の人は、たなのと
ころへいって、大きな毛皮の
まいたものをもってきてひろ
げました。それには、ふしぎ
なもんじがかいてありました
が、フィンランドの女は、ひ
たいから、あせがたれるま
で、それをよみかえしまし
た。

Se acercó a una estantería y cogió un gran rollo de
piel que desenrolló cuidadosamente; había escritos
en él uns extraños signos; la mujer leyó y unas
gatosa de sudor aparecieron en su frente.

でも、となかいは、かわいい
ゲルダのために、またいっし
ょうけんめい、その女の人に
たのみました。ゲルダも目に
涙をいっぱいためて、おがむ
ように、フィンランドの女を
見あげました。女はまた目を
しばたたきはじめました。そ
して、となかいをすみのほう
へつれていって、そのあたま
にあたらしい氷をのせてやり
ながら、こうつぶやきまし
た。

El reno intercedió de nuevo por la niña y ésta miró
a la finlandesa con ojos tan suplicantes que la
mujer parpadeó y se llevó al reno a un rincón
donde, poniéndole otro trozo de hielo en la cabeza,
le dijo en voz baja:
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「カイって子は、ほんとうに
雪の女王のお城にいるのだ
よ。そして、そこにあるもの
はなんでも気にいってしまっ
て、世界にこんないいところ
はないとおもっているんだ
よ。けれどそれというのも、
あれの目のなかには、鏡のか
けらがはいっているし、しん
ぞうのなかにだって、ちいさ
なかけらがはいっているから
なのだよ。だからそんなもの
を、カイからとりだしてしま
わないうちは、あれはけっし
てまにんげんになることはで
きないし、いつまでも雪の女
王のいうなりになっているこ
とだろうよ。」

— El pequeño Kay está efectivamente en casa de la
Reina de las Nieves; allí se encuentra a gusto y nada
echa en falta; cree que está en el mejor lugar del
mundo, aunque eso es debido tan sólo a que un
pedacito de cristal se le clavó en el corazón y otro
se le introdujo en el ojo; si no se le extirpan esos
cristales, jamás volverá a ser un hombre y la Reina
de las Nieves conservará para siempre su dominio
sobre él.

「では、どんなものにも、う
ちかつことのできる力になる
ようなものを、ゲルダちゃん
にくださるわけにはいかない
でしょうか。」

— ¿No puedes dar a la niña alguna poción que le
confiera poder para lograr su propósito?
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「このむすめに、うまれつい
てもっている力よりも、大き
な力をさずけることは、わた
しにはできないことなのだ
よ。まあ、それはおまえさん
にも、あのむすめがいまもっ
ている力が、どんなに大きな
力だかわかるだろう。ごら
ん、どんなにして、いろいろ
と人間やどうぶつが、あのむ
すめひとりのためにしてやっ
ているか、どんなにして、は
だしのくせに、あのむすめが
よくもこんなとおくまでやっ
てこられたか。

— No puedo procurarle un poder mayor del que ya
tiene.¿No ves el alcance de su poder? ¿No ves
cómo hombres y animales la ayuda y cómo,
descalza, ha recorrido un camino tan largo?

それだもの、あのむすめは、
わたしたちから、力をえよう
としてもだめなのだよ。それ
はあのむすめの心のなかにあ
るのだよ。それがかわいいむ
じゃきなこどもだというとこ
ろにあるのだよ。

Su fuerza reside en el corazón y nosotros no
podemos acrecentarla.

もし、あのむすめが、自分で
雪の女王のところへ、でかけ
ていって、カイからガラスの
かけらをとりだすことができ
ないようなら、まして、わた
したちの力におよばないこと
さ。

Su poder le viene dado por el hecho de ser una
niña dulce e inocente. Si por sí misma no consigue
llegar a Kay, nada podremos hacer nosotros.
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もうここから二マイルばかり
で、雪の女王のお庭の入口に
なるから、おまえはそこま
で、あの女の子をはこんでい
って、雪の中で、赤い実みを
つけてしげっている、大きな
木やぶのところに、おろして
くるがいい。それで、もうよ
けいな口をきかないで、さっ
さとかえっておいで。」

A dos leguas de aquí comienza el jardín de la reina
de las Nieves; llévala hasta allí y déjala junto al
arbusto de bayas rojas; no pierdas tu tiempo
charlando y apresúrate a volver.

こういって、フィンランドの
女は、ゲルダを、となかいの
せなかにのせました。そこ
で、となかいは、ぜんそくり
ょくで、はしりだしました。

La finlandesa cogió en sus brazos a la pequeña
Gerda y la subió de nuevo sobre el reno que corrió
con todas sus fuerzas.
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「ああ、あたしは、長ぐつを
おいてきたわ。手ぶくろもお
いてきてしまった。」と、ゲ
ルダはさけびました。とたん
に、ゲルダは身をきるような
さむさをかんじました。で
も、となかいはけっしてとま
ろうとはしませんでした。そ
れは赤い実みのなった木やぶ
のところへくるまで、いっさ
んばしりに、はしりつづけま
した。そして、そこでゲルダ
をおろして、くちのところに
せっぷんしました。 大つぶ
の涙が、となかいの頬ほおを
流れました。それから、とな
かいはまた、いっさんばしり
に、はしっていってしまいま
した。

— ¡Oh, no llevo mis zapatos! ¡Ni tampoco las
manoplas! — gritó Gerda. Acaba de darse cuenta al
sentir el horrible frío que hacía fuera, pero el reno
no se atrevió a detenerse; siguió corriendo, hasta
llegar al arbusto de las bayas rojas; allí depositó a
Gerda en el suelo, le dio un beso y unas lágrimas
gruesas corrieron por la mejilla del animal; se
volvió y regresó tan rápidamente como pudo.

かわいそうに、ゲルダは、く
つもはかず、手ぶくろもはめ
ずに、氷にとじられた、さび
しいフィンマルケンのまった
だなかに、ひとりとりのこさ
れて立っていました。

Allí se quedó la pobre Gerda, sin zapatos ni
guantes, en plena Finlandia, terrible y glacial.
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ゲルダは、いっしょうけんめ
いかけだしました。すると、
雪の大軍が、むこうからおし
よせてきました。けれど、そ
の雪は、空からふってくるの
ではありません。空は極光オ
ーロラにてらされて、きらき
らかがやいていました。

Echó a correr y un verdadero regimiento de
enormes copos de nieve le salieron al encuentro;
no caían del cielo, que estaba muy claro e
iluminado por una aurora boreal;

雪は地面の上をまっすぐに走
ってきて、ちかくにくればく
るほど、形が大きくなりまし
た。

los copos corrían a ras de tierra y cuanto más se le
acercaban, mayor era su tamaño;
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ゲルダは、いつか虫めがねで
のぞいたとき、雪のひとひら
がどんなにか大きくみえたこ
とを、まだおぼえていまし
た。けれども、ここの雪はほ
んとうに、ずっと大きく、ず
っとおそろしくみえました。
この雪は生きていました。そ
れは雪の女王の前哨ぜんしょ
うでした。

Gerda recordó lo grandes y perfectos que le habían
parecido cuando los había observado con la lupa;
pero éstos eran la vanguardia de la Reina de las
Nieves y tenían un aspecto terrible, como seres
vivos que tomaban las formas más extrañas:

そして、ずいぶんへんてこな
形をしていました。大きくて
みにくい、やまあらしのよう
なものもいれば、かまくびを
もたげて、とぐろをまいてい
るへびのようなかっこうのも
あり、毛のさかさにはえた、
ふとった小ぐまににたものも
ありました。それはみんなま
ぶしいように、ぎらぎら白く
ひかりました。これこそ生き
た雪の大軍でした。

unos parecían horrorosos puercoespines, otros
eran como madejas de serpientes enmarañadas
que adelantaban amenazadoramente sus cabezas,
otros, por fin, recordaban a pequeños osos
rechonchos de pelo crespo; todos los copos de
nieve parecían dotados de vida y tenían una
blancura resplandeciente.

そこでゲルダは、いつもの主
しゅの祈の「われらの父」を
となえました。さむさはとて
もひどくて、ゲルダはじぶん
のつくいきを見ることができ
ました。それは、口からけむ
りのようにたちのぼりまし
た。

La pobre Gerda se puso a rezar un Padrenuestro; el
frío era tan intenso que podía ver su propio aliento
saliéndole de la boca como una espesa humareda;
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そのいきはだんだんこくなっ
て、やがてちいさい、きゃし
ゃな天使になりました。それ
が地びたにつくといっしょ
に、どんどん大きくなりまし
た。天使たちはみな、かしら
にはかぶとをいただき、手に
は楯たてとやりをもっていま
した。

y este aliento se iba haciendo más denso y se
convertía en pequeños ángeles luminosos que
crecían a medida que tocaban tierra; portaban un
yelmo en la cebza, un escudo en una mano y una
espada en la otra;

天使の数はだんだんふえるば
かりでした。そして、ゲルダ
が主のおいのりをおわったと
きには、りっぱな天使軍の一
たいが、ゲルダのぐるりをと
りまいていました。

su número iba en aumento y cuando Gerda
terminó su Padrenuestro formaban todo un
batallón a su alrededor;

天使たちはやりをふるって、
おそろしい雪のへいたいをう
ちたおすと、みんなちりぢり
になってしまいました。そこ
でゲルダは、ゆうきをだし
て、げんきよく進んで行くこ
とができました。

descargaron sus lanzas contra los horribles copos
que estallaron en mil pedazos y la pequeña Gerda
avanzó con paso seguro e intrépido.

天使たちは、ゲルダの手と足
とをさすりました。するとゲ
ルダは、前ほどさむさを感じ
なくなって、雪の女王のお城
をめがけていそぎました。

Los ángeles le frotaron las manos y los pies, sintió
menos frío y se dirigió sin perder tiempo hacia el
palacio.
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ところで、カイは、あのの
ち、どうしていたでしょう。
それからまずお話をすすめま
しょう。カイは、まるでゲル
ダのことなど、おもってはい
ませんでした。だから、ゲル
ダが、雪の女王のごてんまで
きているなんて、どうして、
ゆめにもおもわないことでし
た。

Pero vemos ahora dónde se encuentra Kay. Apenas
se acordaba de su amiga Gerda ni se podía imaginar
que en aquel momento ella se encontraba delante
del palacio.

第七のお話。雪の女王のお
城でのできごとと　そのの

ちのお話

Séptimo episodio. Del Palacio
de la Reina de las Nieves y de

lo que Luego Sucedió

雪の女王のお城は、はげしく
ふきたまる雪が、そのままか
べになり、窓や戸口は、身を
きるような風で、できていま
した。

Los muros del palacio estaban formados de polvo
de nieve y las ventanas y puertas, de vientos
glaciales;
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そこには、百いじょうの広間
が、じゅんにならんでいまし
た。それはみんな雪のふきた
まったものでした。いちばん
大きな広間はなんマイルにも
わたっていました。つよい極
光オーロラがこの広間をもて
らしていて、それはただも
う、ばか大きく、がらんとし
ていて、いかにも氷のように
つめたく、ぎらぎらして見え
ました。

había más de cien salones, formados por remolinos
de nieve, el mayor de los cuales medía varias leguas
de largo; estaban iluminados por auroras boreales y
eran inmensos, vacíos, gélidos y luminosos.

たのしみというものの、まる
でないところでした。あらし
が音楽をかなでて、ほっきょ
くぐまがあと足で立ちあがっ
て、気どっておどるダンスの
会もみられません。わかい白
ぎつねの貴婦人きふじんのあ
いだに、ささやかなお茶ちゃ
の会かいがひらかれることも
ありません。雪の女王の広間
は、ただもうがらんとして、
だだっぴろく、そしてさむい
ばかりでした。

Nunca se celebró allí fiesta alguna, ni siquiera un
sencillo baile en el que los osos pudieran danzar
sobre sus patas traseras, haciendo gala de sus
maneras distinguidas, al son de la música de los
tempestuosos vientos polares; jamás tuvo lugar
ninguna reunión en la que poder jugar y divertirse,
ni siquiera una simple velada en la que las señoritas
zorras blancas charlaran en torno a unas tazas de
café, Los salones de la Reina de las Nieves eran
desolados, grandes y fríos.

極光のもえるのは、まことに
きそく正しいので、いつがい
ちばん高いか、いつがいちば
んひくいか、はっきり見るこ
とができました。

Las auroras boreales aparecían y desaparecían con
tanta exactitud que se podía preveer el momento
en que su luz sería más intensa y aquel en que sería
más tenue.
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このはてしなく大きながらん
とした雪の広間のまん中に、
なん千万という数のかけらに
われてこおった、みずうみが
ありました。われたかけら
は、ひとつひとつおなじ形を
して、これがあつまって
（「あつまって」は底本では
「あっまって」］、りっぱな
美術品になっていました。こ
のみずうみのまん中に、お城
にいるとき、雪の女王はすわ
っていました。そしてじぶん
は理性りせいの鏡のなかにす
わっているのだ（「いるの
だ」は底本では「い　の
だ」）、この鏡ほどのもの
は、世界中さがしてもない、
といっていました。

En medio del inmenso y desnudo salón central
había un lago helado; el hielo estaba roto en mil
pedazos, pero cada uno de ellos era idéntico a los
otros: una verdadera maravilla; en el centro del
lago se sentaba la Reina de las Nieves cuando
permanecía en palacio; pretendia reinar sobre el
espejo de la razón, el mejor, el único de este
mundo.
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カイはここにいて、さむさの
ため、まっ青に、というより
は、うす黒くなっていまし
た。それでいて、カイはさむ
さを感じませんでした。とい
うよりは、雪の女王がせっぷ
んして、カイのからだから、
さむさをすいとってしまった
からです。そしてカイのしん
ぞうは、氷のようになってい
ました。

El pequeño Kay estaba amoratado por el frío, casi
negro, aunque él no se daba cuenta de ello, pues el
beso que le diera la Reina de las Nieves le había
insensibilizado para el frío y su corazón estaba,
innecesario decirlo, igual que un témpano.
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カイは、たいらな、いく枚か
のうすい氷の板を、あっちこ
っちからはこんできて、いろ
いろにそれをくみあわせて、
なにかつくろうとしていまし
た。まるでわたしたちが、む
ずかしい漢字をくみ合わせる
ようでした。

Iba de un lado para otro cogiendo trozos de hielo
planos y afilados que disponía de todas las formas
posibles, con un propósito determinado; hacía lo
mismo que nosotros cuando con pequeñas piezas
de madera recortadas intentamos componer
figuras.

カイも、この上なく手のこん
だ、みごとな形をつくりあげ
ました。それは氷のちえあそ
びでした。カイの目には、こ
れらのものの形はこのうえな
くりっぱな、この世の中で一
ばん（「ばん」は底本では
「ぱん」）たいせつなものの
ようにみえました。それはカ
イの目にささった鏡のかけら
のせいでした。カイは、形で
ひとつのことばをかきあらわ
そうとおもって、のこらずの
氷の板をならべてみました
が、自分があらわしたいとお
もうことば、すなわち、「永
遠えいえん」ということば
を、どうしてもつくりだすこ
とはできませんでした。で
も、女王はいっていました。

Kay también formaba figuras, y sumamente
complicadas: era «el juego del hielo de la razón»; a
sus ojos, estas figuras eran magníficas y su
actividad tenía una enorme importnacia; el
fragmento de cristal que tenía en el ojo era la causa
de todo; construía palabras con trozos de hielo,
pero nunca conseguía formar la palara que hubiera
deseado, la palabra Eternidad. La Reina de las
nieves le había dicho:
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「もしおまえに、その形をつ
くることがわかれば、からだ
も自由になるよ。そうした
ら、わたしは世界ぜんたい
と、あたらしいそりぐつを、
いっそくあげよう。」

— Cuando logres formar esa palabra, serás tu
propio dueño; te daré el mundo entero y un par de
patines nuevos.

けれども、カイには、それが
できませんでした。

Pero, por más que lo intentaba, nunca lo conseguía.

「これから、わたしは、あた
たかい国を、ざっとひとまわ
りしてこよう。」と、雪の女
王はいいました。「ついでに
そこの黒なべをのぞいてく
る。」黒なべというのは、エ
トナとかヴェスヴィオとか、
いろんな名の、火をはく山の
ことでした。「わたしはすこ
しばかり、それを白くしてや
ろう。ぶどうやレモンをおい
しくするためにいいそうだか
ら。」

— Voy a emprender un vuelo hacia los países
cálidos — le dijo un dia la Reina de las Nieves —
Echaré un vistazo a las marmitas negras — así
llamaba ella a las montañas que escupen fuego,
como el Etna y el Vesubio—. Las blanquearé un
poco, eso le sentará bien a los limoneros y a las
viñas.
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こういって、雪の女王は、と
んでいってしまいました。そ
してカイは、たったひとりぼ
っちで、なんマイルというひ
ろさのある、氷の大広間のな
かで、氷の板を見つめて、じ
っと考えこんでいました。も
う、こちこちになって、おな
かのなかの氷が、みしりみし
りいうかとおもうほど、じっ
とうごかずにいました。それ
をみたら、たれも、カイはこ
おりついたなり、死んでしま
ったのだとおもったかもしれ
ません。

La Reina de las Nieves emprendió el viaje y Kay
quedó solo en aquel gélido y vacío salón de mcuhas
leguas de largo; contemplaba los trozos de hielo,
reflexionaba profundamente concentrándose al
máximo en su juego; permaneciía tan inmóvil y
rígido que daba la impresión que hubiera muerto
de frío.
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ちょうどそのとき、ゲルダは
大きな門を通って、その大広
間にはいってきました。そこ
には、身をきるような風が、
ふきすさんでいましたが、ゲ
ルダが、ゆうべのおいのりを
あげると、ねむったように、
しずかになってしまいまし
た。そして、ゲルダは、いく
つも、いくつも、さむい、が
らんとしたひろまをぬけて、
――とうとう、カイをみつけ
ました。ゲルダは、カイをお
ぼえていました。で、いきな
りカイのくびすじにとびつい
て、しっかりだきしめなが
ら、

Fue entonces cuando la pequeña Gerda entró en el
palacio por su puerta principal, construída con
vientos glaciales; pero Gerda recitó su oración de la
tarde y los vientos se apaciguaron como si hubiesen
querido dormir; se adentró por los grandes salones
vacíos… y vió a Kay. lo reconoció, le saltó al cuello,
le estrechó entre sus brazos y gritó:

「カイ、すきなカイ。ああ、
あたしとうとう、みつけた
わ。」と、さけびました。

— ¡Kay! ¡Mi querido Kay! ¡Por fin te encontré!

けれども、カイは身ゆるぎも
しずに、じっとしゃちほこば
ったなり、つめたくなってい
ました。

Pero Kay permaneció inmóvil, rígido y frío…
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そこで、ゲルダは、あつい涙
を流して泣きました。それは
カイのむねの上におちて、し
んぞうのなかにまで、しみこ
んで行きました。そこにたま
った氷をとかして、しんぞう
の中の、鏡のかけらをなくな
してしまいました。カイは、
ゲルダをみました。ゲルダは
うたいました。

y Gerda lloró y sus lágrimas cálidas cayeron sobre el
pecho del muchacho llegando hasta su corazón y
fundieron el bloque de hielo e hicieron salir de él el
pedacito de cristal que allí se había alojado! Kay la
miró y ella cantó:

「ばらのはな　さきてはちり
ぬ
おさなごエス　やがてあおが
ん」

Las rosas en el valle crecen, el Niño Jesús les habla y
ellas al viento se mecen.

すると、カイはわっと泣きだ
しました。カイが、あまりひ
どく泣いたものですから、ガ
ラスのとげが、目からぽろり
とぬけてでてしまいました。
すぐとカイは、ゲルダがわか
りました。そして、大よろこ
びで、こえをあげました。

Entonces también las lágrimas afloraron a los ojos
de Kay y lloró tanto que el polvo de cristal que tenía
en el ojo salió junto con las lágrimas; reconoció a
Gerda y, lleno de alegría, exclamó:

「やあ、ゲルダちゃん、すき
なゲルダちゃん。――いまま
でどこへいってたの、そして
また、ぼくはどこにいたんだ
ろう。」

— ¡Gerda! !Mi pequeña y dulce Gerda… ! ¿Dónde
has estado durante todo este tiempo? ¿y dónde he
estado yo?
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こういって、カイは、そこら
をみまわしました。「ここ
は、ずいぶんさむいんだな
あ。なんて大きくて、がらん
としているんだろうなあ。」

Y mirando a su alrededor dijo:
— ¡Qué frío hace aquí! ¡Qué grande y vacío está
esto!
Estrechó entre sus brazos a Gerda, que reía y
lloraba de alegría;

こういって、カイは、ゲルダ
に、ひしととりつきました。
ゲルダは、うれしまぎれに、
泣いたり、わらったりしまし
た。それがあまりたのしそう
なので、氷の板きれまでが、
はしゃいでおどりだしまし
た。そして、おどりつかれて
たおれてしまいました。その
たおれた形が、ひとりでに、
ことばをつづっていました。
それは、もしカイに、そのこ
とばがつづれたら、カイは自
由になれるし、そしてあたら
しいそりぐつと、のこらずの
世界をやろうと、雪の女王が
いった、そのことばでした。

su felicidad era tan grande que incluso los trozos de
hielo se pusieron a bailar a su alrededor y cuando,
fatigados, se detuvieron para descansar, formaron
precisamente la palabra que al Reina de las Nieves
había encargado a Kay que compusiera, la palabra
Eternidad : era pues su propio dueño y ella debería
darle el mundo entero y un par de patines nuevos.
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ゲルダは、カイのほおにせっ
ぷんしました。みるみるそれ
はぽおっと赤くなりました。
それからカイの目にもせっぷ
んしました。すると、それは
ゲルダの目のように、かがや
きだしました。カイの手だの
足だのにもせっぷんしまし
た。これで、しっかりしてげ
んきになりました。

Gerda besó las mejillas que recobraron su color
rosado, le besó en los ojos que brillaban como los
suyos, besó sus manos y sus pies y se sintió fuerte y
vigoroso.

もうこうなれば、雪の女王が
かえってきても、かまいませ
ん。だって、女王が、それが
できればゆるしてやるといっ
たことばが、ぴかぴかひかる
氷のもんじで、はっきりとそ
こにかかれていたからです。

La Reina de las Nieves podía venir cuando quisiera;
Kay tenía su carta de libertad escrita en brillantes
trozos de hielo.

さて、そこでふたりは手をと
りあって、その大きなお城か
らそとへでました。そして、
うちのおばあさんの話だの、
屋根の上のばらのことなど
を、語りあいました。ふたり
が行くさきざきには、風もふ
かず、お日さまの光がかがや
きだしました。

Se cogieron de la mano y salieron del palacio;
hablaron de la abuela y de los rosales que crecían
en el tejado; los vientos habían amainado hasta
desaparecer por completo y el sol brillaba en el
cielo;
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そして、赤い実みのなった、
あの木やぶのあるところにき
たとき、そこにもう、となか
いがいて、ふたりをまってい
ました。そのとなかいは、も
う一ぴきのわかいとなかいを
つれていました。そして、こ
のわかいほうは、ふくれた乳
ぶさからふたりのこどもたち
に、あたたかいおちちを出し
てのませてくれて、そのくち
の上にせっぷんしました。

cuando llegaron el arbusto de las bayas rojas, el
reno les estaba esperando; junto a él había una
joven hembra cuyas ubres estaban llenas de leche
tibia que ofrecio a los dos niños tras haberles dado
un beso.

それから二ひきのとなかい
は、カイとゲルダをのせて、
まずフィンランドの女のとこ
ろへ行きました。そこでふた
りは、あのあついへやで、じ
ゅうぶんからだをあたため
て、うちへかえる道をおしえ
てもらいました。それからこ
んどは、ラップランドの女の
ところへいきました。その女
は、ふたりにあたらしい着物
をつくってくれたり、そりを
そろえてくれたりしました。

Y los renos llevaron a Kay y a Gerda primero a casa
de la finlandesa, donde se calentaron en la cabaña
y proyectaron el viaje de vuelta, y después a casa
de la lapona, que les había cosido trajes nuevos y
les había preparado un trineo.
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となかいと、もう一ぴきのと
なかいとは、それなり、ふた
りのそりについてはしって、
国境くにざかいまでおくって
きてくれました。そこでは、
はじめて草の緑が（「が」は
底本では「か」）もえだして
いました。カイとゲルダと
は、ここで、二ひきのとなか
いと、ラップランドの女とに
わかれました。
「さようなら。」と、みんな
はいいました。

Los dos renos, saltando a su lado, les acompañaron
hasta el límite del país, donde los tallos verdes
empezaban a despuntar sobre la nieve; allí se
despidieron de los renos y la mujer lapona.
— ¡Adiós! — se dijeron todos.

そして、はじめて、小鳥がさ
えずりだしました。森には、
緑の草の芽が、いっぱいにふ
いていました。その森の中か
ら、うつくしい馬にのった、
わかいむすめが、赤いぴかぴ
かするぼうしをかぶり、くら
にピストルを二ちょうさし
て、こちらにやってきまし
た。ゲルダはその馬をしって
いました。（それは、ゲルダ
の金きんの馬車をひっぱった
馬であったからです。）

Se escuchaban ya los gorjeos de algunos pajarillos y
el bosque comenzaba a reverdecer. De la espesura
salió un magnífico caballo, al que Gerda reconoció
de inmediato, pues era uno de los que había tirado
de la carroza de oro; estaba montado por una
jovencita con un gorro encarnado en la cabeza y
que empuñaba una pistola en cada mano:
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そして、このむすめは、れい
のおいはぎのこむすめでし
た。この女の子は、もう、う
ちにいるのがいやになって、
北の国のほうへいってみたい
とおもっていました。そして
もし、北の国が気にいらなか
ったら、どこかほかの国へい
ってみたいとおもっていまし
た。

era la hija del bandido; se había cansado de estar
en su caas y había decidido marcharse; iría primero
hacie el Norte y, si el Norte no le gustaba,
continuaría más allá.

このむすめは、すぐにゲルダ
に気がつきました。ゲルダも
また、このむすめをみつけま
した。そして、もういちどあ
えたことを、心からよろこび
ました。

Reconoció en seguida a Gerda y Gerda la reconoció
a ella. Se llevaron una gran alegría.

「おまえさん、ぶらつきやの
ほうでは、たいしたおやぶん
さんだよ。」と、そのむすめ
は、カイにいいました。「お
まえさんのために、世界のは
てまでもさがしにいってやる
だけのねうちが、いったい、
あったのかしら。」

— Es absurdo lo que has hecho — dijo a Kay la hija
del bandido — Me pregunto si te mereces que te
vayan buscando hasta el fin del mundo.

けれども、ゲルダは、そのむ
すめのほおを、かるくさすり
ながら、王子と王女とは、あ
ののちどうなったかとききま
した。

Gerda le golpeó cariñosamente la mejilla y le
preguntó por el príncipe y la princesa.
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「あの人たちは、外国へいっ
てしまったのさ。」と、おい
はぎのこむすめがこたえまし
た。

— ¡Se han marchado al extranjero! — respondió la
hija del bandido.

「それで、からすはどうし
て。」と、ゲルダはたずねま
した。

— ¿Y la corneja? — preguntó Gerda.

「ああ、からすは死んでしま
ったよ。」と、むすめがいい
ました。「それでさ、おかみ
さんがらすも、やもめになっ
て、黒い毛糸の喪章もしょう
を足につけてね、ないてばか
りいるっていうけれど、うわ
さだけだろう。さあ、こんど
は、あれからどんな旅をした
か、どうしてカイちゃんをつ
かまえたか、話しておく
れ。」

— La corneja murió. La novia domesticada es ahora
viuda y lleva en la pata una cinta de lana negra;
gime lastimosamente … pero todo eso son
tonterías, cuéntame tu historia y como conseguiste
encontrarlo.

そこで、カイとゲルダとは、
かわりあって、のこらずの話
をしました。

Y Gerda y Kay relataron sus aventuras.

「そこで、よろしく、ちんが
らもんがらか、でも、まあう
まくいって、よかったわ。」
と、むすめはいいました。

— ¡Y aquí acaba la historia! — dijo la hija del
bandido. Estrechó la mano de los dos niños y les
prometió que si algún día pasaba por su ciudad se
acercaría a visitarles;
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そして、ふたりの手をとっ
て、もしふたりのすんでいる
町を通ることがあったら、き
っとたずねようと、やくそく
しました。それから、むすめ
は馬をとばして、ひろい世界
へでて行きました。でも、カ
イとゲルダとは、手をとりあ
って、あるいていきました。
いくほど、そこらが春めいて
きて、花がさいて、青葉がし
げりました。お寺の鐘かねが
きこえて、おなじみの高い塔
とうと、大きな町が見えてき
ました。それこそ、ふたりが
すんでいた町でした。

después, partió con su caballo a recorrer el mundo
y Kay y Gerda continuaron su camino, cogidos de la
mano, en aquella deliciosa primavera más verda y
más florida que nunca; las campanas de una iglesia
repicaban a lo lejos; en seguida reconocieron las
altas torres y la gran ciudad donde siempre habían
vivido;

そこでふたりは、おばあさま
の家の戸口へいって、かいだ
んをあがって、へやへはいり
ました。そこではなにもか
も、せんとかわっていません
でした。柱どけいが「カッチ
ンカッチン」いって、針がま
わっていました。けれど、そ
の戸口をはいるとき、じぶん
たちが、いつかもうおとなに
なっていることに気がつきま
した。

se internaron por las calles y llegaron al portal de la
casa de la abuela; subieron las escaleras y abrieron
la puerta de la buhardilla; todo se econtraba en el
mismo lugar que antes; el relojd de pared seguía
pronunciando su «tic, tac» que acompañaba el girar
de las agujas; en el momento de franquear la
puerta, se dieron cuenta de que se habían
convertido en personas mayores;
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おもての屋根やねのといの上
では、ばらの花がさいて、ひ
らいた窓から、うちのなかを
のぞきこんでいました。そし
てそこには、こどものいすが
おいてありました。カイとゲ
ルダとは、めいめいのいすに
こしをかけて、手をにぎりあ
いました。ふたりはもう、あ
の雪の女王のお城のさむい、
がらんとした、そうごんなけ
しきを、ただぼんやりと、お
もくるしい夢のようにおもっ
ていました。

los rosales, sobre el canalón, florecían tras la
ventana abierta y allí estaban las dos sillitas; Kay y
Gerda se sentaron cada uno en la suya, cogidos de
la mano; habían olvidado, como si de un mal sueño
se tratara, el vacío y gélido esplendor del palacio de
la Reina de las Nieves.

おばあさまは、神さまの、う
ららかなお日さまの光をあび
ながら、「なんじら、もし、
おさなごのごとくならずば、
天国にいることをえじ。」
と、高らかに聖書せいしょの
一せつをよんでいました。

La abuela estaba sentada a la luz del sol de Dios y
leía en voz alta un pasaje de la Biblia: «Si no os
hacéis como niños, no entraréis en el Reino de los
Cielos».
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カイとゲルダとは、おたがい
に、目と目を見あわせまし
た。そして、

Kay y Gerda se miraron a los ojos y comprendieron
de repente el antiguo salmo:

「ばらのはな　さきてはちり
ぬ
おさなごエス　やがてあおが
ん」

Las rosas en el valle crece, el Niño Jesús les habla y
ellas al viento se mecen.
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というさんび歌のいみが、に
わかにはっきりとわかってき
ました。こうしてふたりは、
からだこそ大きくなっても、
やはりこどもで、心だけはこ
どものままで、そこにこしを
かけていました。ちょうど夏
でした。あたたかい、みめぐ
みあふれる夏でした。

Allí estaban sentados los dos, ya mayores, pero
niños al mismo tiempo, niños en su corazón. Era
verano, un verano cálido y gozoso.
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